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1

ライプニッツの法理論と「近代国際法」（五・完）

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
と
「
近
代
国
際
法
」（
五
・
完
）

―
―
「
法
」・「
国
家
」・「
主
権
」・「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
の
観
念
を
題
材
と
し
て
―
―

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論

第
一
章　

予
備
的
考
察
：
国
際
法
（
史
）
研
究
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
位
置
付
け

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
国
際
法
」
関
連
文
献
及
び
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ

　

第
二
節　

国
際
法
史
研
究
者
の
視
点
か
ら
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

　

ま
と
め

（
以
上
、
八
十
八
巻
十
一
号
）

第
二
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
若
干
の
特
色

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
基
本
的
構
成

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
四
号
）

第
三
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
家
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
社
会
」

　

第
二
節　

国
家
観
念
を
巡
る
諸
問
題

　

第
三
節　

国
家
の
抽
象
的
人
格
性

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
六
号
）

第
四
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
―
―
“Suprem

atus

”観
念
の

分
析
を
中
心
と
し
て

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
統
治
権
」
観
念
の
錯
綜

　

第
二
節　

“Suprem
atus

”・
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas  

territorialis

”・
“Souveraineté

”

　

第
三
節　

“Suprem
atus

”理
論
に
お
け
る
帝
国
等
族

　

第
四
節　

“Suprem
atus

”の
特
質
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第
五
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念

は
じ
め
に
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
欧
州
社
会
観
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
巡
る
諸
観
念

　

本
章
の
主
題
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念
で
あ
る
。
し
か
し
、（
本
稿
「
序
論
」
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
）
本
章
の
記

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
七
号
）

第
五
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念

　

は
じ
め
に
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
欧
州
社
会
観
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
を
巡
る
諸
観
念

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論

　
　
（
一
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
定
義
及
び
存
在
目
的

　
　
　
（
１
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
定
義
を
巡
る
問
題
点

　
　
　
（
２
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
存
在
目
的

　
　
（
二
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
整
理

　
　
　
（
１
）　

第
一
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

 
prim

arium
）
と
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus 

gentium
 secundarium

）

　
　
　
（
２
）　
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」（jus naturae et 

gentium

）
と
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー

リ
ウ
ム
」（jus gentium

 voluntarium

）

　
　
（
三
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
主
体

　
　
　
（
１
）　
「
公
的
人
格
」
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格

（persona juris gentium

）

　
　
　
（
２
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
権
利
の
享
有
主
体

　
　
（
四
）　

自
然
法
の
三
段
階
説
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
へ
の

適
用

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
内
実

　
　
（
一
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
「
法
源
」

　
　
　
（
１
）　
「
形
式
的
」
法
源

　
　
　
（
２
）　
「
法
源
」
の
実
態

　
　
（
二
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
具
体
的
規
範
内
容

　
　
　
（
１
）　

中
核
的
な
規
律
対
象
及
び
規
範
群

　
　
　
（
２
）　

派
生
的
規
範
群

　
　
（
三
）　

領
邦
の
地
位

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

　

結
論

　
　
（
一
）　

本
稿
各
章
の
ま
と
め

　
　
（
二
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
方
法
論
的
特
質

　
　
（
三
）　

近
代
国
際
法
（
理
論
）
史
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
再
定

位

（
以
上
、
本
号
）
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述
に
お
い
て
は
、「
国
際
法
」
で
は
な
く
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（jus gentium

）（
及
び
そ
の
関
連
用
語
）
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
彼
が
、「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
全
体
が
恰
も
一
つ
の
国
家
を
構
成
し
、
そ
の
中
で
何
ら
か
の
権
威
が
皇

帝
に
帰
属
す
る
」
と
し
た
上
で
、「［
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
］
皇
帝
（Caesar

）
は
支
配
者
（Im

perator

）、
即
ち
、
異
教
徒
に
対
す
る

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
生
来
の
指
導
者
（D

ux natus Christianorum

）
で
あ
る）（（（
（

」
と
す
る
よ
う
な
記
述
に
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う

な
、
彼
の
「
欧
州
社
会
」
観
を
勘
案
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
認
識
に
お
い
て
は
主

権
国
家
の
並
存
と
い
う
近
代
的
な
国
際
社
会
観
が
未
確
立
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、「
国
際
法
」
と
い
う
用
語
を
当
初
か
ら

使
用
す
る
こ
と
に
は
、
読
者
に
先
入
観
を
与
え
て
し
ま
う
危
険
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」

を
使
用
す
る
こ
と
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
が
前
近
代
的
で
あ
る
と
の
先
入
観
を
与
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
彼
自
身
が

“jus gentium

”（
仏
語
著
作
で
は
“le droit des gens

”）
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
を
用
い
る
方

が
彼
の
理
論
を
よ
り
正
確
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
確
認
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
社
会
」
観
で
あ
る
。
何

故
な
ら
ば
、
仮
に
、
彼
が
（
前
章
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
“Suprem

atus

”の
保
有
主
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
）「
国
際
社
会
」
を
法
的
に
制

御
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
な
ら
ば
、
本
章
に
お
け
る
検
討
は
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
社
会
」
観
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
柄
は
、
彼
の
中
に
相
矛
盾
す
る
認
識
が
並
存
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
権
力
者
達
（potentes

）
に
関
し
て
、
ス
パ
ル
タ
の
軍
人
・
政
治
家
で
あ
っ
た
リ
ュ
サ
ン

ド
ロ
ス
（Lysander

）
の
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、
彼
等
が
「
自
宅
に
お
い
て
は
カ
ー
ド
を
遊
び
、
国
家
に
お
い
て
は
（in 

republica

）
同
盟
条
約
（foedera

）
を
遊
ぶ
」
と
し
、
或
い
は
、「『
市
民
論
』
の
著
者
」（E

lem
entorum

 de cive scriptor

）、
即
ち
、
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ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
相
異
な
る
諸
国
家
や
諸
民
族
の
間
に
永
遠
の
戦
争
が
存
在
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（inter civitates diversas aut gentes perpetuum
 

esse bellum

）
と
い
う
認
識
を
（「
確
か
に
全
く
馬
鹿
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
」（non sane prorsus absurde

）
と
控
え
目
に
で
は
あ
る

が
）
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る）（（（
（

。
更
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
君
主
間
で
の
真
の
友
情
（am

itié

）
は
稀
で
あ
り
、
国
家
（État

）
間

で
は
存
在
し
な
い）（（（
（

」、
或
い
は
「
国
家
（Respublica

）
間
に
真
の
友
誼
（am

icitia

）
は
何
等
存
在
し
な
い）（（（
（

」
と
断
言
し
さ
え
す
る
。

（
本
稿
の
「
序
論
」
で
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
政
治
・
外
交
の
実
務
家
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

「
国
際
社
会
」
認
識
を
彼
が
有
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

他
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
少
な
く
と
も
欧
州
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
）
全
体
に
は
歴
史
的
に
一
定
の
秩
序
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
永
久
平
和
論
考
察
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
出
さ
れ
る
。

　
「
我
々
の
黄
金
勅
書
（notre Bulle dʼO
r

）
が
普
遍
的
教
会
或
い
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
（la Societé Chrétienne

）
に
関
し
て
論
じ
て

い
る
よ
う
に
、
教
皇
が
精
神
的
首
長
で
あ
る
こ
と
を
担
い
、
ロ
ー
マ
皇
帝
又
は
国
王
が
俗
界
の
首
長
で
あ
る
こ
と
を
担
う
こ
と
を
、
人
は
見

る
。
そ
し
て
、
皇
帝
は
そ
こ
で
生
来
の
将
軍
（Généraux nés

）
の
如
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
数
世
紀
に
わ
た
り
ラ
テ

ン
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
（les Chrétiens Latins

）
の
間
で
一
つ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（un droit des gens

）
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

諸
々
の
法
律
家
（Jurisconsultes

）
は
こ
の
こ
と
に
立
脚
し
て
理
論
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

ま
た
、『
類
纂
補
遺
』
の
「
序
文
」
中
に
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
君
主
又
は
諸
国
民
が
全
体
へ
と
結
合
さ
れ
、
そ
し
て
［
そ
れ
ら

の
者
が
］
恰
も
一
種
の
身
体
を
構
成
す
る）（（（
（

」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
々
が
先
に
見
た
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
全
体
が
恰
も

一
つ
の
国
家
を
構
成
」
す
る
と
い
う
表
現
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
精
神
的
紐
帯
が

一
つ
の
政
治
体
と
し
て
の
統
合
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
認
識
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
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そ
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
（
本
稿
第
三
章
第
一
節
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）「
第
六
の
自
然
的
社
会
」
と
し
て
「
神
の
教
会
」
を
挙
げ
、

そ
れ
が
「
全
人
類
を
結
合
す
る
」
と
し
て
い
る
。
彼
の
社
会
観
か
ら
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
が
一
つ
の
統
合
体
と
し
て
描
か
れ

る
こ
と
は
、
当
然
の
論
理
的
帰
結
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
世
界
は
、
一
面
に
お
い
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
的
権
力
政
治
の
場
で
あ
る
が
、
他
面
に
お
い
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
世

界
の
全
体
が
恰
も
一
つ
の
国
家
」
で
あ
る
と
い
う
欧
州
共
通
の
理
念
が
存
在
す
る
場
で
あ
る
と
い
う
、
一
見
し
て
相
矛
盾
す
る
認
識

が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
欧
州
社
会
観
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
関
わ

る
一
定
の
理
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
提
示
さ
れ
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
関
わ
る
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論

　
（
一
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
定
義
及
び
存
在
目
的

　
（
１
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
定
義
を
巡
る
問
題
点

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
そ
れ
自
体
の
積
極
的
定
義
（「
内
包
」
に
よ
る
定
義
）
を
提
示
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
定
義
の
欠
如
は
次
の
よ
う
な
論
述
箇
所
の
中
で
看
取
さ
れ
る
。
即
ち
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ

ン
テ
ィ
ウ
ム
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所）（（（
（

、
ま
た
、「
諸
国
民
間
の
ユ
ー
ス
・
フ
ェ
ー
キ
ア
ー
リ
ス
の
（juris fecialis inter 

gentes

）
基
盤
は
自
然
法
そ
れ
自
体
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、「
諸
国
民
の
諸
々
の
受
容
さ
れ
た
制
度
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
時

間
及
び
場
所
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。）
箇
所
が
該
当
す
る）（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
既
に
本
稿

（
第
二
章
第
一
節
（
一
）（
１
））
で
確
認
さ
れ
た
事
柄
、
即
ち
、
彼
の
論
考
に
お
い
て
は
「
法
」（jus

）
そ
れ
自
体
の
積
極
的
定
義
に

つ
い
て
殆
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
類
似
し
て
い
る
。



6

法学研究 89 巻 8 号（2016：8）
　

勿
論
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
が
窺
わ
れ
る
よ
う
な
記
述
は
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
何
れ
か
の
国
内
法
（jus 

dom
esticum

）
で
は
な
く
、
た
だ
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
の
み
属
す
る
事
柄
（res juris gentium

））
（（（
（

」
が
存
在
す
る
旨
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
国
内
法
と
は
別
個
の
法
規
範
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
観
念
は
“le droit des gens

”に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、「
外
国
人
と
の
交
渉
（les negotiations 

[sic] avec les etrangers [sic]

）
及
び
公
的
条
約
（les traités publics

）
に
お
い
て
」「
“le droit des gens

”に
敬
意
が
払
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い）（（（
（

」
と
さ
れ
、
或
い
は
、「
公
的
交
渉
（negotiations [sic] publics

）
及
び
外
国
人
」
に
関
す
る
事
柄
が

「
“souveraineté

”及
び
“le droit des gens

”の
問
題
と
な
る）（（（
（

」
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
そ
れ
自
体
の
積
極
的
定
義
や
抽
象
的
観
念
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
依
然
と

し
て
真
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
当
該
観
念
に
関
わ
る
幾
つ
か
の
観
点
か
ら
彼
の
論
述
の
整
理
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
の
存
在
目
的
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
２
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
存
在
目
的

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
述
の
中
で
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
存
在
目
的
に
つ
い
て
、
最
も
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
、

『Suprem
atus

論
』
中
の
「
こ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
最
大
の
［
存
在
］
理
由
（ratio

）
は
、
戦
争
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
に

あ
る）（（（
（

」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
の
回
避
（
或
い
は
、
平
和
の
維
持
）
と
い
う
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
存
在
目
的
は
、

同
論
考
に
お
い
て
、
別
の
表
現
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
“Suprem

atus

”保
有
者
は
、
自
ら
の
代
理
人
（M

inister

）
に

と
っ
て
「
諸
々
の
会
議
に
完
全
な
権
利
及
び
名
誉
に
よ
り
参
加
す
る
こ
と
が
衡
平
（aequum

）
で
あ
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を

拒
絶
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
恥
辱
の
全
て
の
印
（om

ne contem
tus [sic] signum

）
は
権
力
者
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
」
か
ら
、
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平
和
の
促
進
に
反
す
る
の
で
あ
っ
て
、「
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
第
一
の
目
標
で
あ
る
平
和
に

（ideo paci, prim
o juris gentium

 scopo

）
反
対
す
る
も
の
」
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る）（（（
（

。
更
に
、
こ
の
議
論
の
文
脈
に
お
い
て
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
平
和
の
原
因
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
要
求
す
る
」（jus gentium

 pacis causa exigat

）
（（（
（

）
と
も
述
べ
る
の

で
あ
る
。

　

更
に
、
平
和
の
維
持
と
同
質
の
存
在
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
即
ち
、「
法
に
敵
対
す
る
こ
と
」、「
否
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
何
れ
で
あ
れ
、
友
好
の
絆
を
打
ち
砕
く
こ
と
、
或
い
は
何
ら
か
の
方
法
で
無
効
に
す
る
こ
と
」
が
不
可
能
と
な
る
よ
う
に
、

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
よ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
限
り
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（quoad fieri potest 

servari debet

））
（（（
（

」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
の
遵
守
と
友
好
関
係
の
維
持
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
存
在
目
的
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　
（
二
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
整
理

　
（
１
）　

第
一
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

 prim
arium

）
と
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

 

secundarium

）

　

そ
れ
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
使
用
し
て
い
る
各
種
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、『
法
原
理
考
察
』
中
の
「
自
然
法
の
原
理
に
つ
い
て
」（D

e juris naturae ratione

）
と
題
さ
れ
た
節
で
は
、「
諸
人
民
の

意
思
に
よ
り
受
容
さ
れ
た
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（jus gentium

 secundarium
, voluntate populorum

 receptum

）

へ
の
言
及
が
な
さ
れ
、
し
か
も
「
そ
れ
［
即
ち
、
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
］
は
、
第
一
の
［
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
］、
即

ち
、
自
然
的
［
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
］
に
対
立
さ
せ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
（quod prim

ario, id est naturali, opponi solet

）」

と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
ま
た
、
同
論
考
の
別
の
箇
所
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
実
定
法
で
あ
る
こ
と
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（[j]us Gentium
 secundarium

 esse jus positivum

）
が
述
べ
ら
れ
な
が
ら
、
し
か
し
（
他
の
民
族
の
立
法
者
と
し
て
の
権
力
を
自
ら

の
中
に
承
認
し
な
い
）
諸
々
の
“sum

m
a potestas

”を
拘
束
し
な
い
と
い
う
こ
と
（quod sum

m
as potestates (quae aliarum

 

gentium
 potestatem

 legislatoriam
 in se non agnoscunt) non obliget

）」
に
つ
い
て
「
私
は
十
分
に
理
解
し
な
い
」
と
し
た
上

で
、「
確
か
に
、
か
つ
て
は
結
合
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
間
達
か
ら
国
家
（respublica

）
は
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
後
に
ど
の
よ
う
に
し
て
共
通
の
紐
帯
に
よ
り
全
て
の
者
を
相
互
に
拘
束
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、「
複
数
の

“sum
m

a potestas
”が
、
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
の
数
の
自
由
な
る
人
格
（personae liberae

）
が
共
通
の
紐
帯
を
法
律
、
即
ち
、
明

示
的
意
思
に
よ
り
、
或
い
は
慣
習
に
よ
り
（sive lege seu expressa voluntate, sive m

ore

）
受
容
し
得
る
」
と
し
て
い
る）（（（
（

。

　

以
上
の
論
述
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
に
お
い
て
は
、「
自
然
的
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（jus gentium

 naturale

）
と

し
て
の
「
第
一
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（jus gentium

 prim
arium

）
に
加
え
て
、「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」

（jus gentium
 secundarium

）
が
存
在
し
、
後
者
は
「
法
律
、
即
ち
、
明
示
的
意
思
に
よ
り
、
或
い
は
慣
習
に
よ
り
」
受
容
さ
れ
る

実
定
法
と
し
て
、
諸
々
の
“sum

m
a potestas

”を
拘
束
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
自

然
法
と
実
定
法
の
対
比
と
し
て
、
各
々
が
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
、「
自
由
な

る
人
格
」
と
し
て
の
「
複
数
の
“sum

m
a potestas

”」
間
の
関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
。（
尚
、
こ
の
「
自
由
な
る
人
格
」
が
、

抽
象
的
人
格
と
し
て
の
国
家
を
問
題
と
す
る
も
の
か
、
具
体
的
な
統
治
者
の
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
こ
こ
で
は
明
確
で
は
な
い
。）

し
か
し
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
は
こ
れ
ら
の
み
で
は
な
い
。

　
（
２
）　
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」（jus naturae et gentium
）
と
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ

ウ
ム
」（jus gentium

 voluntarium

）

　
『
類
纂
』
の
「
序
文
」
中
に
は
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
に
つ
い
て
」（D

e jure naturae et gentium

）
（（（
（

）
と
題
さ
れ
た
節
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が
存
在
し
、
同
節
は
次
の
よ
う
な
記
述
で
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
、
諸
々
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
（ad Gentium

 jura

）
こ
の
著
作
［
即
ち
、『
類
纂
』］
の
使
用
に
つ
い
て

（de usu
）、
そ
し
て
、
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
（deque ipso Jure N

aturae &
 Gentium

）
若
干
詳
し
く

論
ず
る
こ
と
が
、
好
ま
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
公
文
書
類
纂
』（Codex Juris G

entium
 D

iplom
atici

）
と
い

う
表
題
を
付
す
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
こ
の
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
い
て
こ
の
節
で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
は
、（「
自
然
に
よ
り
厳
格
に
限
定
さ
れ
た
法
の
理
論
（juris 

doctrina

）」
が
人
間
の
能
力
に
と
っ
て
余
り
に
膨
大
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
）
法
と
正
義
（justitia

）
の
観
念
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
倫
理
的
可
能
性
（potentia m

oralis
）
と
し
て
の
「
権
利
」（jus

）
と
倫
理
的
必
要
性
（necessitas m

oralis

）
と
し
て
の

「
義
務
」（obligatio

） 

と
い
う
観
念
を
媒
介
と
し
て
、「
倫
理
的
」（m

oralis

）
と
「
自
然
的
」（naturalis

）
と
い
う
二
つ
の
観
念
を

対
応
さ
せ
た
上
で
、
正
義
や
慈
愛
（caritas

）、
更
に
神
の
愛
（divinus am

or

）
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
議

論
で
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
は
直
接
的
に
は
関
連
し
な
い
事
柄
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
議
論
を
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
問
題
こ
そ
が
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
観
念
の
中
核
に
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
節
に
お
い
て
彼
は
、「
ロ
ー
マ
の
法
学
者
が
卓
抜
に
論
じ
て

い
る
よ
う
に
、
良
き
慣
習
に
反
す
る
（contra bonos m

ores

）
事
柄
は
、
我
々
に
と
っ
て
な
し
得
な
い
と
信
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い）（（（
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
そ
の
よ
う
な
原
理
に
基
づ
い
て
生
成
す
る
と
解
し
た
上
で
、（
本
稿
第

二
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
法
と
正
義
を
密
接
に
関
連
さ
せ
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
基
本
的
思
考
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
前
述
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の
議
論
の
展
開
の
仕
方
も
理
解
可
能
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。（
そ
し
て
、
実
際
に
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
お
い
て
正

義
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
が
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
本
節
（
四
）
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。）

　

さ
て
、「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
と
並
ぶ
重
要
な
観
念
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、『
類
纂
助
言
』
中
の
次
の
よ
う
な
一
節
に

現
れ
る
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
」（jus gentium

 voluntarium

）
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
聖

な
る
淵
源
か
ら
流
れ
出
る
永
遠
の
自
然
の
理
性
的
法
と
並
ん
で
、
慣
習
を
通
じ
て
受
容
さ
れ
る
か
、
或
い
は
上
位
者
に
よ
り
定
立
さ

れ
る
意
思
法
（jus voluntarium

）
も
存
在
す
る）（（（
（

」
と
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

　
「
国
家
内
で
は
市
民
法
が
“sum

m
a potestas

”を
有
す
る
者
か
ら
力
を
受
け
取
る
。
国
家
外
で
又
は
“sum

m
a potestas

”の
参
与
者
で

あ
る
…
［
中
略
］
…
国
家
間
で
は
、
諸
人
民
の
黙
示
的
同
意
に
よ
り
受
容
さ
れ
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
の
場

が
存
在
す
る
。）

（（（
（

」

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
黙
示
的
同
意
は
「
全
て
の
諸
国
民
（gentes

）
の
、
又
は
全
て
の
時
間
［
を
通
じ
て
］
の
［
同

意
］
で
あ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
多
く
の
事
例
に
お
い
て
イ
ン
ド
で
は
或
る
事
柄
が
信
じ
ら

れ
、
欧
州
で
は
別
の
事
柄
が
是
認
さ
れ
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、「
我
々
自
身
の
も
と
で
も
世
紀
の
経
過
に
よ
り
（seculorum

 

decursu

）
変
更
さ
れ
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
事
柄
が
、「
我
々
の
時
代
の
欧
州
の
ユ
ー

ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
は
」（a jure gentium

 nostri tem
poris Europaeo

）
違
背
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
、「
多
く
の
事
柄
が
法
に

属
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
が
、
現
在
そ
れ
ら
は
実
行
か
ら
（a usu

）
乖
離
し
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

ま
た
更
に
、
別
の
論
考
に
お
い
て
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
よ
う
に
法
を
上
位
者
の
命
令
と
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
上
位
者
が
存

在
し
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
相
互
の
合
意
に
よ
り
（pactis m

utuis

）
法
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
の
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ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
神
が
常
に
上
位
者
と
し
て
存
在
す
る
と
は
す
る
が
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
「
神
な
く
し
て

も
）
（（（
（

」
と
い
う
前
提
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
が
構
想
す
る
よ
う
な
自
然
状
態
を
認
め
た
と
し
て
も
、
自
己
保
存
の
た

め
に
は
他
者
に
対
す
る
配
慮
を
巡
る
多
く
の
制
約
や
要
件
が
発
生
す
る
と
し
て
い
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
諸
国
民
間
に
お
い
て
も
相
互
の
合

意
を
有
効
と
す
る
要
素
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
（
人
為
に
よ
る
法
と
し
て
の
実
定
法
で
あ
る
）
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
の
存
在
基
盤
が
見
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
は
、「
国
家
」（Respublica

）
間
の
「
諸
人
民
の
黙
示
的
同
意
」
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
上
位
者
が
存
在
し
な
い
状
況
で
も
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
規

範
は
、
上
位
者
を
認
め
な
い
国
家
間
の
関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。（
但
し
、
そ
れ
が
国
家
間
の
関
係
の
み
0

0

を
規
律

す
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。）

　
（
三
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
主
体

　
（
１
）　
「
公
的
人
格
」
と
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」（persona juris gentium

）

　

我
々
は
既
に
（
特
に
、
前
々
章
第
三
節
（
一
）
に
お
い
て
）、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
の
中
に
「
公
的
人
格
」（persona civilis

）

と
い
う
観
念
が
存
在
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
公
的
人
格
と
は
、
自
ら
に
権
利
及
び
義
務
が
帰
属
し
、
独
自
の

意
思
を
有
す
る
法
主
体
で
あ
る
こ
と
、
公
的
人
格
で
あ
る
国
家
は
法
主
体
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
必
ず
し
も
全
て
の
国
家

（civitas

）
が
法
主
体
性
を
有
す
る
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
主
体
性
を
有
す
る
国
家

と
そ
う
で
は
な
い
国
家
が
存
在
す
る
と
す
る
こ
と
は
、
国
家
に
は
、
そ
れ
が
国
家
で
あ
る
と
い
う
事
実
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
、
国
際

法
主
体
性
が
付
与
さ
れ
る
（
勿
論
、
当
該
政
治
体
が
国
家
で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
承
認
す
る
た
め
の
要
件
や
手
続
も
後
に
整
え
ら
れ
る
。）
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と
い
う
近
代
国
際
法
理
論
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
論
ず
る
「
公
的
人
格
」
は
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
も
の
が
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」（persona juris gentium

）
と
い
う
観
念
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、「
他
者
の
手
中
及
び
権
力
の
中
に
存
在
せ
ず
、
自
身
で
武
装
及
び
同
盟
の

権
利
を
有
す
る
と
い
う
、
公
的
自
由
（libertas publica

）
が
帰
属
す
る
者
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
を
有
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と

す
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
、「
場
合
に
よ
り
上
位
者
へ
の
義
務
の
紐
帯
に
よ
り
制
約
さ
れ
、
臣
従
の
礼
、
誠
実
、
従
属
を
承
認
す

る
と
し
て
も
」
そ
の
よ
う
な
人
格
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
ま
た
、（
前
章
第
二
節
（
二
）（
１
）
で
も
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
）

『
テ
ン
ツ
ェ
リ
ウ
ス
宛
書
簡
』
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
を
有
す
る
者
、
即
ち
、

“sum
m

a potestas

”に
基
づ
い
て
参
与
す
る
者）（（（
（

」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
の
保
有
者
は
、
自
立
し
た
存
在
（「
公
的
自
由
」
や
“sum

m
a potestas

”を
有
す
る
者
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

は
近
代
的
主
権
理
論
が
通
常
唱
え
る
よ
う
な
主
権
者
の
属
性
（「
絶
対
性
」
や
「
最
高
性
」）
が
必
ず
し
も
含
意
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
進
め
る
た
め
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

上
の
諸
権
利
の
享
有
主
体
に
関
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
２
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
権
利
の
享
有
主
体

　
『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
即
ち
、「
他
の
者
を
武
力
に
よ
っ
て
強
制
し
得

る
又
は
確
か
に
［
他
の
者
に
］
重
大
な
不
都
合
を
も
た
ら
し
得
る
者
達
が
、
使
節
・
戦
争
・
平
和
・
同
盟
に
存
す
る
完
全
な
ユ
ー

0

0

0

0

0
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ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
享
受
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（pleno jure gentium
 frui

）」
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、「
他
の
者
達
と
同
様
に

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
一
0

0

の
理
由

0

0

0

（causa

）（
そ
の
理
由
に
よ
り
そ
の
者
達
は
自
ら
に
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
諸
特
権
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
つ
ま
り
武
力
の
権
能

0

0

0

0

0

0

0

0

（arm
orum

 

potestas
）
を0

帰
属
さ
せ

0

0

0

0

る0

。）
を
手
に
し
て
い
る
者
達
が
侮
辱

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（contum
elia

）
を
通
じ
て
他
の
者
か
ら
区
別
さ
れ
る
こ
と
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ユ
ー
0

0

ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
許
容
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
の
で
あ
る）（（（
（

。
ま
た
、
同
論
考
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
は
、「
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
ユ
ー
ス
・
ゲ

ン
テ
ィ
ウ
ム
に
属
す
る
事
柄
、［
即
ち
、］
講
和
、
戦
争
、
同
盟
に
関
し
て
話
題
と
す
る
場
合
」
に
、「
戦
争
を
開
始
す
る
こ
と
、
戦

争
を
継
続
す
る
こ
と
」
等
の
「
よ
り
劣
位
の
そ
し
て
よ
り
下
位
の
地
位
に
属
す
る
人
間
達
に
は
容
易
に
帰
属
す
る
こ
と
は
な
い
事

柄
」
に
、「
権
威
を
も
っ
て
介
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
重
要
な
権
力
者
達
に
つ
い
て
（de m

ajoribus illis potestatibus

）」
論
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
肯
定
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
能
動
的
に
活
用
し
、
ま
た
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
諸
特
権
を
享
受

す
る
者
は
、
他
者
を
強
制
し
、
或
い
は
戦
争
を
自
力
で
遂
行
し
得
る
者
で
あ
る
と
の
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
唱
え
る
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
纏

め
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
先
ず
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
は
、
他
者
の
権
力
に
服
さ
な
い
が
、
そ
れ
は
近
代
的

主
権
理
論
が
唱
え
る
主
権
者
の
地
位
（
絶
対
性
や
最
高
性
）
を
必
ず
し
も
含
意
せ
ず
、
む
し
ろ
、
自
身
で
武
装
及
び
同
盟
の
権
利
を

有
す
る
と
い
う
、
公
的
自
由
（libertas publica

）
を
有
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
権
利
の
享
有
主
体
は
、
戦
争
遂
行
能
力
を
具
備
す
る
重
要
な
権
力
者
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
戦
争
遂
行
能
力
の

重
視
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
権
利
の
享
有
主
体
は
類
似

し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
は
“Suprem

atus

”保
有
者
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

尚
、『
対
談
』
に
お
い
て
は
、「
“Souverains

”や
彼
等
の
使
節
（A

m
bassadeurs

）
に
帰
属
す
る
」「
“le droit des gens

”上
の

全
て
の
特
権
へ
参
与
さ
せ
る
の
は
“souveraineté

”で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、「
臣
従
の
礼
（hom

m
ages

）
及
び
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封
臣
で
あ
る
こ
と
（vasallages [sic]

）
へ
の
考
慮
を
払
う
こ
と
な
く
」「
武
器
を
使
用
す
る
権
利
」（droit de se servir des 

arm
es

）
に
つ
い
て
論
ず
る
と
い
う
文
脈
で
登
場
し
て
お
り）（（（
（

、
そ
の
点
で
、
こ
こ
で
の
“souveraineté

”は
（
前
章
で
確
認
さ
れ
た
）

「
狭
義
の
“souveraineté

”」、
即
ち
、
“Suprem

atus

”を
意
味
す
る
も
の
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
“le droit des 

gens
”上
の
権
利
（
特
権
）
の
享
有
が
「
狭
義
の
“souveraineté

”」
で
あ
る
“Suprem

atus

”に
基
づ
く
と
す
る
論
理
が
、
前
述
の

箇
所
よ
り
も
、
よ
り
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と
“le droit des gens

”の

（
権
利
の
享
有
主
体
と
い
う
観
点
か
ら
の
）
同
一
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
（
四
）　

自
然
法
の
三
段
階
説
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
へ
の
適
用

　

本
稿
第
二
章
に
お
い
て
我
々
が
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
然
法
と
正
義
の
観
念
を
関
連
さ
せ
つ
つ
、「
三
段
階

説
」
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
説
は
『
類
纂
』
の
「
序
文
」
中
の
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
の
三
段
階
に
つ
い
て
」

（D
e tribus juris naturae et gentium

 gradibus

）
と
題
さ
れ
た
節
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
「
さ
て
、
こ
の
淵
源
（fons

）
か
ら
自
然
法

0

0

0

（jus naturae
）
が
由
来
し
、
そ
れ
に
は
三
つ
の
段
階

0

0

0

0

0

（tres gradus

）
が
存
在
す
る
。［
即

ち
、］
交
換
的
正
義
に
お
け
る
厳
格
法

0

0

0

（jus strictum
 in justitia com

m
utativa

）、
配
分
的
正
義
に
お
け
る
衡
平
0

0

（
或
い
は
、［
そ
の
］

言
葉
の
よ
り
狭
い
意
味
に
お
け
る
慈
愛
0

0

）（aequitas (vel angustiore vocis sensu caritas) in justitia distributiva

）、
最
後
に
、
普

遍
的
正
義
に
お
け
る
敬
虔
0

0

（
或
い
は
、
廉
潔
）（pietas (vel probitas) in justitia universali

）［
で
あ
り
］、
そ
こ
か
ら
、
何
者
を
も
害

す
る
こ
と
勿
れ
（nem

inem
 laedere

）、
各
人
に
各
人
の
も
の
を
配
分
せ
よ
（suum

 quique tribuere

）、
正
直
に
（
む
し
ろ
、
敬
虔

に
）
生
き
よ
（honeste (vel potius pie) vivere

）、
と
い
う
最
も
一
般
的
で
あ
り
共
通
に
受
容
さ
れ
た
法
の
諸
々
の
命
令

0

0

0

0

0

0

0

（[j]uris 
praecepta

）
が
生
ず
る
。
…
［
中
略
］
…
純
粋
な
又
は
厳
格
な
法
の
命
令
（praeceptum

）
は
、
国
内
で
は
（in civitate

）
そ
の
者
に
訴
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（actio

）
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
国
外
で
は
（extra civitatem

）［
そ
の
者
に
］
戦
争
の
権
利
（jus belli

）
が
［
行
使
さ
れ
な
い
よ
う

に
］、
何
者
も
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　
『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
こ
こ
ま
で
の
論
述
を
追
っ
た
彼
の
読
者
は
、
こ
こ
か
ら
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
自
然
法

や
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
関
す
る
理
論
が
提
示
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
か
ら
実
際
に
展
開
さ
れ
る
も
の

は
正
義
論
で
あ
っ
て
、
自
然
法
や
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
自
体
に
関
す
る
議
論
で
は
な
い
。（
こ
れ
は
本
節
（
二
）（
２
）
に
お
け
る
、

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
巡
る
論
述
と
同
様
と
言
え
よ
う
。）
そ
れ
で
も
、
こ
の
節
の
表
題
及
び
記
述
か
ら
、
自
然
法
の
三
段
階
説
が

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述

か
ら
は
、
特
に
、「
厳
格
法
」
が
国
家
の
枠
組
を
超
え
た
（extra civitatem

）
関
係
に
つ
い
て
は
妥
当
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
戦

争
の
権
利
」
と
「
何
者
を
も
害
す
る
こ
と
勿
れ
」
と
い
う
正
義
の
原
則
が
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

さ
て
、
以
上
に
加
え
て
、
自
然
法
の
三
段
階
説
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
の

第
一
三
節
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
節
は
「
敬
虔
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
題
が
示
す
通
り
に
、「
私
は
法
の
最
高
段
階
を
廉
潔
（probitas

）、

或
い
は
む
し
ろ
敬
虔
0

0

（[p]ietas

）
の
名
で
呼
ん
だ
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
。
そ
し
て
、「
敬
虔
」
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
後

に
、「
さ
て
、
或
る
者
が
彼
の
も
の
を
悪
し
く
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
国
家
に
と
っ
て
（Reipublicae

）
利
益
で
あ
る
な
ら

ば
、
普
遍
に
と
っ
て
（U

niversi

）
よ
り
一
層
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
さ
れ
、
更
に
、「
こ
の
こ
と
か
ら
、
至
高
の
法
の
原
理
、

即
ち
、
正
直
に

0

0

0

（
そ
れ
は
即
ち
、
敬
虔
に

0

0

0

）
生
き
よ

0

0

0

、
が
力
を
受
け
取
る
」
と
さ
れ
た
上
で
、「
望
ま
れ
た
事
柄
の
中
で
賢
者
に
よ
り

（a viris doctis

）
正
し
く
も
繰
り
返
さ
れ
た
事
柄
は
、
伝
え
ら
れ
た
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
が
（jus naturae &

 Gentium

）
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キ
リ
ス
ト
教
徒
の
戒
律
に
従
っ
て
（secundum

 disciplinam
 Christianorum

）
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
」、
そ
れ
は
「
至
高
の
事

柄
、
智
者
の
聖
な
る
事
柄
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
か
く
し
て
、
三
つ
の
法
の
原
理
、
又
は
正
義
の
三
段
階
が
、
最
も
適

切
に
展
開
さ
れ
、
自
然
法
の
淵
源
が
示
さ
れ
た
と
、
我
々
に
は
見
え
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
に
自
然
法
の
（
そ
し
て
、
正
義
の
）
三
段
階
説
が
妥
当
す
る
旨
を
明

確
に
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
然
法
の
三
段
階
説
は
国
家
の
枠
組
を
超
え
て
も
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
但
し
、「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
が
、
国
家
間
或
い
は
統
治
者
間
の
み
0

0

に
妥
当
す
る
規
範
で
あ
る
の

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
も
明
ら
か
で
は
な
い
。）

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
以
上
で
我
々
が
瞥
見
し
た
『
類
纂
』
と
は
別
に
、『
三
段
階
論
』（
こ
の
論
考
の
原
題
は
、
先
述
の
『
類
纂
』
の

「
序
文
」
中
の
一
節
の
表
題
と
同
一
で
あ
る
。）
と
題
さ
れ
た
草
稿
を
遺
し
て
お
り
、
そ
こ
で
も
自
然
法
の
三
段
階
説
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
の
段
落
に
お
い
て
、「［
自
然
法
の
諸
要
素
（elem

enta juris naturalis

）
と
し
て
］
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
智
者
の
慈
愛
に
関
す
る
正
義
の
共
通
の
諸
原
則
で
あ
り
、
続
い
て
［
第
二
に
］、
私
法
（jus privatum

）、

即
ち
、
同
等
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
人
々
の
間
で
遵
守
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
関
す
る
交
換
的
正
義
の
諸
々
の
命
令
（praecepta 

justitiae com
m

utativae

）、
第
三
に
、
こ
の
世
に
お
け
る
よ
り
重
要
な
共
通
の
善
に
向
け
て
の
平
等
で
は
な
い
者
達
の
間
で
の
共
通

の
善
及
び
悪
の
分
配
に
関
す
る
公
法
（jus publicum
）、
第
四
に
、
我
々
が
永
遠
の
祝
福
に
配
慮
す
る
と
い
う
神
に
対
す
る
普
遍
的

徳
と
自
然
的
義
務
に
関
す
る
内
的
法
（jus internum

）
で
あ
る）（（（
（

」
と
纏
め
ら
れ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
付
言
さ
れ
て
い
る
。

　
「
更
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
人
間
及
び
神
の
正
当
な
法
に
属
す
る
提
起
さ
れ
る
べ
き
諸
要
素
で
あ
り
、
人
間
の
［
法
］
と
は
、
或
る
時
に

は
我
々
の
国
家
の
中
で
の
、
或
る
時
に
は
諸
国
民
間
で
の
［
も
の
で
あ
り
］、
神
の
［
法
］
と
は
、
普
遍
的
教
会
に
お
け
る
［
も
の
で
あ

る
］。）

（（（
（

」
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こ
の
一
文
で
は
、
自
然
法
の
諸
要
素
と
し
て
妥
当
す
る
事
柄
が
、
国
内
法
に
も
、
国
家
を
超
え
る
法
に
も
妥
当
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
諸
国
民
間
の
正
当
な
人
定
法
（jus legitim

um
 hum

anum
 inter gentes

）
と
普
遍
的
教
会
に
お
け
る
正

当
な
神
法
（jus legitim

um
 divinum

 in ecclesia universali

）
が
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
幾
つ
か
の
興
味
深
い
論
点
を
我
々
に
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
自
然
法
の
三
段
階
説
を
国
家

を
超
え
た
関
係
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と）（（（
（

、
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
諸
国
民
間
の
実
定
法
（
そ
れ
が
国
家
間
の

み
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
。）
の
存
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
め
、
更
に
次
の
問
題
に
進
む
こ

と
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
お
け
る
、
ユ
ー
ス
・
ゲ

ン
テ
ィ
ウ
ム
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。

第
二
節
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
内
実

　
（
一
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
「
法
源
」

　
（
１
）　
「
形
式
的
」
法
源

　

先
ず
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
具
体
的
規
範
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
（
つ
ま
り
、「
法
の
存
在
形

式
」）、
或
い
は
何
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
得
る
の
か
（
つ
ま
り
、「
法
の
認
識
素
材
」）
と
い
う
意
味
に
お
け
る
「
法
源
」
に
つ
い
て
の
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
「
法
源
」
に
関
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
考
は
、
例
え
ば
、
或
る
書
簡
に
お
け
る
、「
一
つ
の
人
民

の
中
（in uno populo

）
で
は
な
く
、
多
数
の
諸
民
族
を
通
じ
て
慣
習
に
よ
り
（per plures gentes consuetudine

）
十
分
広
範
に
、

損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
優
勢
な
諸
々
の
法
を
（jura

）」「
私
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
（ad jus gentium

）
属
す
る
も
の
と
す
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る
）
（（（
（

」
と
い
う
記
述
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
慣
習
に
よ
り
成
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
見
解
が
よ
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
著
作
が
『
類
纂
』
で
あ
る
。

　
『
類
纂
』
の
「
序
文
」（
第
四
節
）
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
同
書
の
価
値
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
国
家
を
（Rem

publicam

）
担
う
者
は
、
こ
れ
ら
の
記
念
碑
（M

onum
enta

）［
即
ち
、『
類
纂
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
文
書

類
］
の
中
に
［
そ
れ
ら
の
者
が
］
参
照
し
、
そ
こ
で
喜
び
を
も
っ
て
自
ら
の
技
量
を
認
識
し
、
或
い
は
成
果
を
伴
っ
て
［
自
ら
の
技
量
を
］

伸
長
さ
せ
る
、
諸
々
の
先
例
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
し
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
及
び
公
的
慣
行
に
と
っ
て
（gentium

 juri et publico 
usui

）
便
宜
と
な
る
諸
々
の
条
件
及
び
定
式
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。）

（（（
（

」 

　

こ
れ
に
続
く
節
で
は
、「［『
類
纂
』
で
扱
わ
れ
る
事
柄
が
］
政
治
の
技
術

0

0

0

0

0

、
歴
史
の

0

0

0

［
技
術
］、
そ
の
他
の
こ
と
の
学
問
探
究

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（eruditio

）
に
と
っ
て

0

0

0

0

、
し
か
し
第
一
に

0

0

0

0

0

0

、
諸
々
の

0

0

0

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（G
entium

 jura

）
知
る
こ
と
に
と
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
有
益
0

0

で
あ
る

0

0

0

（prosunt

）」
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。
ま
た
、『
類
纂
助
言
』
に
お
い
て
も
、「
歴
史
の
信
義
へ
の
、
そ
し
て
物
事
の
知

ら
れ
る
べ
き
内
面
へ
の
偉
大
な
る
動
機
を
、
諸
々
の
文
書
の
趣
旨
そ
れ
自
体
が
有
す
る
」（m

agnum
 ad historiae fidem

 ac rerum
 

interiora noscenda m
om

entum
 habet ipse tenor actorum

）
の
で
あ
り
、「
諸
々
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー

リ
ウ
ム
が
“sum

m
a potestas

”の
参
与
者
で
あ
る
者
達
の
、
或
い
は
そ
れ
［
即
ち
、
“sum

m
a potestas

”］
に
由
来
す
る
権
威
を
有

す
る
者
達
の
慣
行
及
び
見
解
に
よ
り
最
大
限
に
支
持
さ
れ
る
」（jura gentium

 voluntaria usu ac placitis eorum
 m

axim
e 

nitantur, qui participes sunt sum
m

ae potestatis, aut ab illa auctoritatem
 habent

）
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
見
解
か
ら
は
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（
及
び
公
的
慣
行
）
の
「
諸
条
件
（cautiones

）
及
び
諸
定
式
（form

ulae

）」

や
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
具
体
的
な
諸
規
則
（
こ
れ
ら
三
つ
の
引
用
文
の
中
で
、
第
二
及
び
第
三
の
も
の
で
は
、
“jura gentium

”
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と
し
て
複
数
形
で
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
示
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
規
範
が
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。）
が
『
類
纂
』
所

収
の
文
書
か
ら
見
出
さ
れ
る
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
考
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
諸
規

則
は
「
“sum

m
a potestas

”の
参
与
者
」
の
「
慣
行
」（usus

）
や
「
見
解
」（placitum

）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
既
に
（
前
節
（
二
）
に
お
い
て
）
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
第
一
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」

と
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
を
自
然
法
と
し
て
説
明
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
は
彼
の
法
理
論
に
お
け
る
自
然
法
の
基
盤

と
し
て
の
正
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
存
在
形
式
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
こ
こ
で
主
た
る
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン

タ
ー
リ
ウ
ム
」
の
存
在
形
式
と
い
う
こ
と
と
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
先
の
引
用
文
中
に
は
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
」
が
登
場
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
存
在

し
て
い
る
。

　
「［
こ
の
］
著
作
の
対
象
（scopus operis

）
は
、
表
題
及
び
付
さ
れ
た
助
言
（m

onitus

）
か
ら
、
そ
し
て
特
に
文
書
の
索
引
（Index 

D
iplom

atum

）
か
ら
、
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
冒
頭
部
分
に
若
干
長
目
の
序
論
を
（introductionem

 paulo 
am

pliorem

）
付
す
る
こ
と
が
、
公
的
記
録
の
正
し
い
使
用
に
つ
い
て
（de publicorum

 A
ctorum

 usu vero

）
正
確
に
論
ず
る
た
め
に
、

そ
し
て
、
我
々
の
収
集
物
（collectio

）
に
如
何
な
る
事
柄
が
期
待
さ
れ
得
る
の
か
に
つ
い
て
、
事
例
に
よ
り
（exem

plis

）
明
ら
か
と
す

る
た
め
に
、
ま
た
同
時
に
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
の
真
の
諸
淵
源
が
（veri juris naturae gentium

que fontes

）
指
し
示
さ
れ

る
た
め
に
、
至
当
で
あ
る
（convenire

）
と
見
ら
れ
る
。）

（（（
（

」
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ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『
類
纂
』
に
彼
が
収
め
た
文
書
類
に
よ
り
、「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法）（（（
（

」
の
淵
源
が
示
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
類
か
ら
自
然
法
の
淵
源
で
さ
え
も
が
理
解
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
“sum

m
a potestas

”の
参
与
者
」
の
「
慣
行
」
や
「
見
解
」
を
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

（
自
然
法
と
し
て
の
そ
れ
を
も
含
む
と
思
わ
れ
る
。）
の
淵
源
と
見
做
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
本
章
の
「
は
じ
め
に
」
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
彼
の
欧
州
社
会
観
、
即
ち
、「［
権
力
者
達
が
］
自
宅
に
お
い
て
は
カ
ー
ド
を
遊
び
、
国
家
に
お
い
て
は
同
盟
条

約
を
遊
ぶ
」
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、「
カ
ー
ド
」
の
一
枚
と
同
様
の
も
の
で
し
か
な
い
同
盟
条
約
や
そ
の
他
の
文
書
を
い
く
ら
集
め

た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
規
範
性
を
見
出
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
彼
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
彼
の
論
理
を
内
在
的
に
把
握
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
彼
の
欧
州
社
会
観
を
述
べ
た
直
後
に
、
そ
の
よ
う
な
社
会
観
を
も
っ
て
権
力
者
達
を
評
し
た
と
し
て
も
、

「
今
日
、
実
際
に
、
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
汝
が
不
正
を
述
べ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
「
無

思
慮
や
貪
欲
に
よ
り
合
意
か
ら
の
（a pactis
）
逸
脱
が
な
さ
れ
る
場
合
に
我
々
は
正
当
に
非
難
す
る
」
と
付
言
し
て
い
る）（（（
（

。
つ
ま

り
、「
カ
ー
ド
」
の
一
枚
と
同
様
な
も
の
で
し
か
な
い
同
盟
条
約
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
合
意
」（pactum

）
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
を
一
方
的
に
廃
棄
す
る
な
ど
の
「
遊
び
」
は
非
難
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
は
、
現
実
主
義
的
な
欧

州
社
会
観
を
有
し
つ
つ
も
、「
合
意
」
が
有
す
る
単
な
る
「
カ
ー
ド
」
以
上
の
価
値
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。（
但
し
、「
合
意
」
の

価
値
が
（
例
え
ば
、「
合
意
」
の
一
方
的
廃
棄
が
「
法
的
責
任
」
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
）
一
定
の
法
的
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
否
か

と
い
っ
た
点
に
関
す
る
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。）

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
「
“sum

m
a potestas

”の
参
与
者
」
の
「
慣
行
」
や
「
見
解
」
を
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
淵
源
と

し
て
把
握
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
認
識
は
、
近
代
国
際
法
に
お
け
る
慣
習
法
理
論
に
直
結
し
得
る
も
の
と
し
て
我
々
の
目
に
映
る
。

果
た
し
て
、
そ
れ
は
正
し
い
評
価
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
断
の
た
め
に
、
次
に
彼
が
実
際
に
援
用
し
て
い
る
事
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例
に
つ
い
て
瞥
見
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
２
）　
「
法
源
」
の
実
態

　
『
類
纂
助
言
』
第
二
段
落
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
類
纂
』
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
即
ち
、「
そ

の
『
類
纂
』
は
、
ド
イ
ツ
や
そ
の
他
の
人
民
の
事
柄
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
殆
ど
の
欧
州
の
事
柄
に
関
連
し
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、「
講
和
や
同
盟
又
は
そ
の
他
の
文
書
で
一
般
に
条
約
（T

ractatus

）
と
い
う
名
で
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
み

な
ら
ず
、
諸
君
主
の
結
婚
契
約
、
遺
言
書
、
養
子
縁
組
、
多
様
な
債
務
、
契
約
及
び
譲
渡
」、「
領
地
の
合
同
、
境
界
の
表
示
」、「
商

業
の
、
航
行
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
結
成
さ
れ
た
団
体
の
諸
規
定
」
等
々
の
事
柄
、
そ
し
て
「
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教

諸
民
族
の
公
の
物
事 

［
或
い
は
、
国
家
］
に
関
す
る
事
柄
」
を
同
書
が
扱
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
雑
多
な
内
容
を
『
類
纂
』
が
含
ん
で
い
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
、
同
書
に
は
、
そ
の
冒
頭
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
一
○
九
七
年
七
月
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
と
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
間
の
講
和
文
書）（（（
（

に
始
ま
る
講
和
や
同
盟
に
関
す
る
文
書
が
多

数
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
一
三
二
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
対
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
に
よ

り
な
さ
れ
た
臣
従
の
礼
に
関
す
る
文
書
（A

cte &
 Instrum

ent de lʼhom
m

age

）
（（（
（

）、
俗
事
に
つ
い
て
の
教
会
の
管
轄
権
に
関
す
る
パ

リ
の
高
位
聖
職
者
（Praelatus

）
と
フ
ラ
ン
ス
諸
侯
間
の
一
三
二
九
年
九
月
一
日
付
合
意
文
書）（（（
（

、
一
三
三
四
年
一
○
月
に
教
皇
か
ら

ブ
ル
ボ
ン
家
の
一
員
（Jacobus Borbonius

）
に
付
与
さ
れ
た
血
縁
者
と
の
婚
姻
に
関
す
る
一
般
的
婚
姻
障
害
免
除
（dispensatio 

generalis

）
（（（
（

）、
帝
権
に
関
す
る
皇
帝
及
び
等
族
に
よ
る
勅
令
等）（（（
（

、
一
三
四
一
年
の
ベ
ー
メ
ン
国
王
の
息
と
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
女
大
公

（
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
）
の
離
婚
の
方
式
に
関
す
る
文
書）（（（
（

、
更
に
、
同
年
の
こ
の
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
（
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
）
間
の
婚
姻
障
害
免
除
に
関
す
る
文
書）（（（
（

等
々
が
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
れ
ら
の
事
柄
の
全

て
を
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
事
柄
の
中
で
、
特
に
、
教
会
に
関
わ
る
事
例
を
収
集
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
類
纂
補
遺
』
の
「
補

遺
序
文
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
、『
類
纂
』
所
収
の
資
料
に
つ
い
て
の
解
説
の
中
で
、
国
家

（Respublica

）
だ
け
で
な
く
、
教
会
や
ド
イ
ツ
地
域
（Germ

ania

）
に
関
す
る
資
料
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、「
恐
ら

く
何
者
か
が
、
こ
れ
ら
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
記
録
に
属
す
る
の
か
、
と
問
う
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
し

か
し
、
こ
の
疑
念
に
つ
い
て
は
以
前
の
［『
類
纂
』
の
］
序
文
に
お
い
て
、
教
会
か
ら
国
家
へ
と
達
す
る
事
柄
以
上
に
欧
州
諸
国
民
の

共
通
法
（jus Gentium

 Europaearum
 com

m
une

）
に
関
連
す
る
も
の
は
何
も
な
い
こ
と
は
、
既
に
十
分
に
明
白
に
さ
れ
て
い
る
」

と
す
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
教
会
と
国
家
が
関
わ
る
こ
と
こ
そ
が
、「
欧
州
諸
国
民
の
共
通
法
」
に

最
も
緊
密
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
思
考
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
『
類
纂
』
所
収
の
諸
事
例

が
「
欧
州
諸
国
民
の
共
通
法
」、
即
ち
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
関
わ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
欧
州
諸
国
民
の
共
通
法
」
に
関
連
し
て
、
更
に
考
究
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
欧
州
の
共
通
法
と

し
て
の
ロ
ー
マ
法
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
考
察
の
た
め
に
は
、

『
類
纂
』
の
「
序
文
」
中
で
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
や
自
然
法
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
後
に
、
そ
の
第
一
五
節
で
展
開
さ
れ
て
い

る
次
の
よ
う
な
議
論
が
参
考
と
な
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
先
ず
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
そ
の
他
に
も
共
通
の
紐
帯
、
即
ち
、
諸
々
の
聖
な
る
事
柄
に
（in sacris

）
含
ま
れ

て
い
る
実
定
神
法
（jus divinum

 positivum

）
を
有
し
て
い
る
」
と
し
、「
そ
れ
ら
に
加
わ
る
の
は
、
教
会
全
体
で
受
容
さ
れ
た
聖

な
る
カ
ノ
ン
（sacri canones

）［
即
ち
、
教
会
法
］」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、「
ロ
ー
マ
の
諸
法
律
は
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
と
殆
ど
同
等
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」（Leges Rom

anae prope instar juris Gentium
 com

m
unis haberentur.

）
こ

と
が
事
実
で
あ
る
と
さ
れ
、
更
に
、「
母
国
に
お
い
て
彼
ら
固
有
の
［
諸
法
律
］
を
有
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
達
（A

ngli

）」
も
外
国

人
と
の
関
係
に
お
い
て
は
ロ
ー
マ
の
諸
法
律
に
従
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
勿
論
、
こ
こ
で
は
「
ロ
ー
マ
法
」（jus Rom

anum

）
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と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
ロ
ー
マ
の
諸
法
律
」
が
「
欧
州
諸
国
民
に
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
し
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
も
含
む
欧
州
全
体
に
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る）（（（
（

。

　

更
に
、
別
の
論
考
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
に
よ
る
も
の
と
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
る
も
の
を

合
わ
せ
て
「
ロ
ー
マ
法
」（Jus Rom

anum

）
と
し
た
上
で
、
そ
れ
が
「
ま
さ
に
欧
州
全
般
を
通
じ
て
、
一
種
の
自
発
的
受
容
に
よ

り
、
共
通
法
の

0

0

0

0

力
を
、
そ
し
て
恰
も
キ
リ
ス
ト
教

0

0

0

0

0

［
諸
国
民
（gentes

）］
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
の
力
を
（vim

 Juris 

Com
m

unis, et quasi Jurisgentium
 [sic] Christianarum

）
有
す
る
」
の
で
あ
り
、「
そ
れ
は
、
何
れ
か
の
者
の
王
国
、
地
方
、
州
、

土
地
の
個
々
の
国
王
に
よ
り
、
法
令
に
よ
り
、
又
は
慣
習
に
よ
り
修
正
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
妥
当
す
る
」
と
し
て
い
る）（（（
（

。
つ
ま

り
、
ロ
ー
マ
法
（
こ
こ
で
も
、
そ
れ
は
教
会
法
を
含
む
。）
が
「
欧
州
諸
国
民
の
共
通
法
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、「
ロ
ー
マ
法
は
欧
州
の
共
通
法
で
あ
る
」
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　
（
二
）　

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
具
体
的
規
範
内
容

　
（
１
）　

中
核
的
な
規
律
対
象
及
び
規
範
群

　

本
章
に
お
い
て
既
に
我
々
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
実
質
的
（
或
い
は
「
内
包
」
と
し
て
の
）
定
義
を
与

え
て
い
な
い
こ
と
（
前
節
（
一
）（
１
））、
そ
し
て
『
類
纂
』
に
は
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
淵
源
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
（
本
節

（
一
）（
２
））
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
言
及
し
て
い
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
に
は
、
そ
の
中
核
的

な
規
律
対
象
及
び
規
範
群
と
中
核
的
規
範
群
か
ら
派
生
す
る
規
範
群
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者

に
属
す
る
も
の
の
存
在
は
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
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先
ず
、「
そ
れ
ら
［
の
戦
争
］
が
規
律
さ
れ
る
こ
と
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
属
す
る
（quae caveri juris gentium

 est

））
（（（
（

」、

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
、
即
ち
、
戦
争
、
同
盟
、
条
約
に
よ
っ
て
（tractatibus

）
の
み
［
結
び
付
け
ら
れ
る
］）

（（（
（

」、「
そ
し
て
同
様

に
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
属
す
る
事
柄
、［
即
ち
、］
講
和
、
戦
争
、
同
盟
に
関
し
て
［
論
ず
る
］）

（（（
（

」、「
ユ
ー

ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
基
づ
き
、
或
い
は
戦
争
及
び
平
和
の
権
利
に
基
づ
き
（de jure gentium

 seu belli ac pacis

）［
参
加
す
る
］）

（（（
（

」、

更
に
は
、「［
欧
州
に
影
響
力
を
有
す
る
者
が
］
使
節
・
戦
争
・
平
和
・
同
盟
に
存
す
る
完
全
な
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
享
受
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
0

0

（pleno jure gentium
 frui

））
（（（
（

」
と
い
っ
た
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
点
に
我
々
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の

中
に
登
場
す
る
「
戦
争
」
や
戦
争
に
対
応
す
る
「
講
和
」、
戦
争
に
備
え
る
「
同
盟
」、
そ
れ
ら
の
交
渉
の
た
め
の
「
使
節
」

（legatus

）
が
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
中
核
的
規
律
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
規
範
が
中
核
的
規
範
群
を
構
成
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
彼
が
生
き
た
時
代
に
存
在
し
た
小
王
国
に
つ
い
て
、「
そ
れ
ら
［
の
小
国
王
］
は
今
日
の
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
従
え
ば
国
王
と
は
み
な
さ
れ
な
い）（（（
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
王
或
い
は
王
国
が
、
ま
さ
に
国
王
或
い
は

王
国
と
見
做
さ
れ
る
の
か
否
か
は
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
依
拠
し
て
決
定
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
中
核
的
規
範
群
に
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
但
し
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
も
、
そ
の
基
準
や
要
件
に

つ
い
て
の
明
示
的
な
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。）

　
（
２
）　

派
生
的
規
範
群

　

以
上
の
よ
う
な
中
核
的
規
範
群
の
他
に
、
そ
れ
ら
か
ら
派
生
す
る
規
範
群
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
記
述
の
中
に
存
在
す
る
。
そ
れ
に

該
当
す
る
も
の
が
、
既
に
（
前
章
第
二
節
（
一
）（
２
）
で
）
我
々
が
確
認
し
た
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
諸

権
利
と
し
て
の
“Suprem

atus

”保
有
者
の
具
体
的
諸
権
利
（「
他
者
に
波
及
し
、
そ
し
て
領
域
外
に
達
す
る
諸
侯
の
諸
権
利
」
と
し
て
挙
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げ
ら
れ
て
い
る
「
戦
争
と
平
和
の
権
利
、
同
盟
の
権
利
」
と
い
う
中
核
的
権
利
に
続
く
「
軍
隊
を
保
有
す
る
権
利
、
堡
塁
を
建
造
す
る
［
権

利
］、
兵
器
庫
を
準
備
す
る
［
権
利
］」
等
々
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
中
核
的
規
範
か
ら
派
生
す
る
規
範
群
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
記
述
が
、『Suprem

atus

論
』
第
三
三
章
中
の
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
勿
論
、［
そ
の
者
が
］
戦
争
の
権
利
に
よ
り
獲
得
す
る
も
の
は
、
そ
の
者
に
属
す
る
と
評
価
さ
れ
る
。
締
結
さ
れ
た
講
和
に
よ
り
自
ら
に

譲
渡
さ
れ
た
も
の
は
、
不
正
を
通
じ
て
以
外
に
は
取
り
消
さ
れ
得
な
い
。
そ
の
者
の
軍
勢
に
よ
る
無
害
通
過
（transitus innoxius

）
が

否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
さ
れ
得
ず
、
自
ら
を
含
む
同
盟
が
締
結
さ
れ
、
自
ら
の
紛
争
が
仲
裁
に
（arbitrio

）
付
託
さ
れ
、
そ
の
者
の
介
入

（interventus

）
又
は
今
日
呼
ば
れ
る
よ
う
に
仲
介
（M

ediatio

）
が
容
認
さ
れ
、
交
渉
に
よ
り
講
和
又
は
同
盟
を
も
た
ら
す
こ
と
の
世
話

を
す
る
、
つ
ま
り
は
今
日
呼
ば
れ
る
保
証
を
（Garantiam

）
供
与
す
る
。
最
後
に
、
他
者
に
対
し
て
武
力
に
つ
い
て
の
平
等
な
権
利
の
行

使
を
承
認
さ
れ
て
い
る
者
は
誰
で
も
（quicunque aliis pari arm

orum
 jure utentibus conceditur

）、
自
ら
に
及
び
そ
の
者
の
使
節

に
名
誉
（honor

）
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

更
に
、
必
ず
し
も
中
核
的
規
範
か
ら
派
生
す
る
と
い
う
形
式
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
具
体
的
規
範

も
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
相
続
権
者
の
遺
言
及
び
相
続
が
、
そ
の
土
地
の
諸
々
の
法
令
（
当
該
法
令
が
何
を
指
示

し
た
と
し
て
も
）
に
よ
る
制
約
を
受
け
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
が
「
そ
れ
ら
の
者
の
遺
言
書
は
、
戦
場
で
し
た
た
め
ら
れ
た
軍
人

の
遺
言
書
（testam

enta m
ilitaria

）
の
よ
う
に
、
純
粋
な
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
よ
り
（m

ero jure gentium

）
有
効
で
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
そ
れ
に
該
当
す
る）（（（
（

。（
遺
言
書
の
効
力
に
関
す
る
事
例
は
こ
の
他
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。）

（（（
（

）
ま
た
、「
野
蛮

人
」（Barbarus

）
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
よ
り
洗
練
さ
れ
た
欧
州
の
人
々
の
間
で
は
（inter Europaeos politiores

）
尊
厳
へ
の

配
慮
（dignitatis cura

）
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
一
部
を
成
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る）（（（
（

。
尚
、
類
似
の
事
柄
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は
『
思
考
』
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、「
王
国
の
尊
厳
」（regia dignitas

）
を
尊
重
す
る
こ
と
や
「
友
誼
の
絆
」

（am
icitiae vinculum

）
を
保
護
す
る
こ
と
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
基
づ
き
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る）（（（
（

。

　
（
三
）　

領
邦
の
地
位

　

前
章
（
第
三
節
（
一
））
に
お
い
て
我
々
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が
“Suprem

atus

”保
有
者
で
あ
る
こ
と
を

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
等
の
そ
の
よ
う
な
地
位
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

と
の
関
係
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
利
害
関
係
の
あ
る
者
の
諸
々
の
理
由
と
認
諾
に
よ
り
（rationibus et confessione

）、

そ
し
て
慣
行
そ
れ
自
体
に
よ
り
（usu ipso

）」
ド
イ
ツ
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
に
認
め
ら
れ
る
事
柄
と
同
様
に
、「
他
の
全
て
の
ユ
ー

ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
特
権
」
と
「
使
節
に
つ
い
て
の
最
大
に
し
て
最
良
の
権
利
も
（quoque jure optim

o m
axim

o

）」
彼
等

が
享
受
す
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
と
し
て
い
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
“Suprem

atus

”保
有
者
で
あ
る
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
は
、
当

然
に
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
諸
権
利
の
享
有
主
体
で
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

　

以
上
本
章
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
特
色
に
つ
い
て
、
次
の
五
点
を
指
摘

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

　

第
一
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
自
然
法
と
実
定
法
の
区
別
に
基
づ
き
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
区
分
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、「
第
一
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」、
そ
し
て
「
自
然
の
（
且
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つ
）
諸
国
民
の
法
」（jus naturae et gentium

）
と
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
」
と
い
う
二
つ
の
区
分

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
お
け
る
自
然
法
と
実
定
法
の
区
別
は
、
各
々
の
領
域
に
お
い
て
独
自
の
理
論
の
展
開
に
繋

が
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
へ
の
適
用
が
、
そ
し
て
後
者
に
つ

い
て
は
、『
類
纂
』
及
び
『
類
纂
補
遺
』
の
編
纂
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
理
解
可
能
で
あ
る
。
但
し
、『
類
纂
』
所
収
の
文
書
類
に

よ
り
、
実
定
法
の
淵
源
の
み
な
ら
ず
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
の
淵
源
も
示
さ
れ
る
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
考
え
て
い
る
点

は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

　

第
三
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
に
関
す
る
記
述
を
見
る
限
り
、
そ
れ
は
上
位
者
を
認
め
な
い
国
家

間
の
関
係
を
規
律
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
国
家
間
の
関
係
の
み
0

0

を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
で

は
な
い）（（（
（

。

　

第
四
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
い
う
観
念
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
近
代
国
際
法

理
論
に
お
け
る
「
国
際
法
主
体
」
と
し
て
の
国
家
で
は
な
い
。「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
上
の
権
利
の
享
有
主
体
は
、
共
に
戦
争
遂
行
能
力
を
具
備
し
た
重
要
な
権
力
者
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
そ
れ
ら
は
前
章

で
検
討
さ
れ
た
“Suprem

atus

”保
有
者
に
類
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
五
に
、
“Suprem

atus

”保
有
者
で
あ
る
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
は
、
当
然
に
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
諸
権
利
の
享

有
主
体
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
五
点
を
基
に
、
以
下
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
お
け
る
「
法
源
」
と
「
主
体
」
と
い
う

観
点
か
ら
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
展
開
し
た
理
論
の
中
で
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
自
然
法
と
実
定
法
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
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か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
国
際
法
学
の
関
連
を
巡
る
評
価
は
、（
本
稿
第
一
章
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
少
な
く
と
も
国
際
法
（
史
）
研
究

者
に
と
っ
て
は
、『
類
纂
』（
及
び
『
類
纂
補
遺
』）
に
着
目
し
た
「
最
初
の
条
約
集
編
纂
者
と
し
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
」
が
一
般
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
法
の
「
法
源
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
彼
を
実
定
国
際
法
の
認
識
と
結
び
付
け
る
評
価
へ
と

つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
（
国
際
法
史
以
外
の
）
歴
史
研
究
者
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
は
、『
類
纂
』
の
実
際
的
効
用
に
つ
い
て
は
疑
義
を
呈
し
つ
つ
も
、「
そ
の
著
作
［
即
ち
、『
類
纂
』］
は
卓
越
し
た
法
理
論

的
意
義
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、「『
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
』（jus naturae et gentium

）
と
『
ユ
ー
ス
・
ゲ

ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
』（jus gentium

 voluntarium
 (diplom

aticum
)

）、
そ
し
て
条
約
法
（V

ölkervertrags-

recht

）
の
彼
の
区
別
と
共
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
実
定
国
際
法
学
を
促
進
し
、
深
化
さ
せ
た
の
で
あ
る）（（（
（

」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
様
の
評
価
は
既
に
一
九
世
紀
末
に
も
存
在
し
、
ハ
ル
ト
ゥ
マ
ン
（Gustav H

artm
ann

）
は
、「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ド
イ
ツ
の
法

律
家
の
中
で
、
実
定
0

0

国
際
法
学
（die W

issenschaft des positiven V
ölkerrechts

）
の
、
最
初
期
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
最
上

級
の
創
始
者
で
あ
り
促
進
者
と
な
っ
た）（（（
（

」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
評
価
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
を
余
り
に
も
単
純
化
し
た
（
或
い
は
、
彼
の
理
論

の
一
面
を
過
度
に
強
調
し
た
）
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
が

基
本
的
に
自
然
法
論
と
結
び
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
看
過
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
結
び
付

き
は
、
差
当
た
り
、
次
の
二
つ
の
事
実
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
本
章
で
確
認
さ
れ
た
通
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
も
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
を
適
用

し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
同
説
は
（
本
稿
第
二
乃
至
四
章
で
確
認
さ
れ
た
通
り
）
彼
の
法
及
び
正
義
理
論
に
止
ま
ら
ず
、
国
家

理
論
、
“Suprem

atus

”理
論
に
も
適
用
さ
れ
る
重
要
な
理
論
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
同
説
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
へ
の
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適
用
は
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
自
然
法
論
と
の
強
い
結
び
付
き
を
示
し
て
い
る）（（（
（

。

　

第
二
に
、『
類
纂
』
所
収
の
文
書
類
に
よ
り
、
実
定
法
の
淵
源
の
み
な
ら
ず
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
の
淵
源
も
示
さ

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
評
価
が
『
類
纂
』
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
定
国
際
法
学
的
思
考
と
結
び
付
け

て
き
た
こ
と
と
は
異
な
り
、
同
書
所
収
の
文
書
類
は
自
然
法
を
も
具
現
化
す
る
と
彼
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
以
上
の
事
実
に
加
え
て
、（
第
二
章
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
神
と
人
間
を
同
一
平
面
で
扱
う
「
普
遍
的

法
学
」
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
も
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
に
と
っ
て
客
観
的
存
在
で
あ
る
「
正

義
」
と
法
は
相
互
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
自
然
法
と
実
定
法
も
相
互
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
な
る
筈

で
あ
っ
て
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
自
然
法
と
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
大
き
な
困
難
は
伴
わ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
“sum

m
a potestas

”の
参
与
者
」
の
「
慣
行
」
や
「
見
解
」
を
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
淵
源
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
理
解
へ
と
我
々
を
導
く
。
即
ち
、
彼
の
こ

の
よ
う
な
認
識
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
近
代
国
際
法
に
お
け
る
慣
習
法
理
論
へ
と
直
結
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、『
類

纂
』
所
収
の
文
書
類
が
示
す
「
慣
行
」
や
「
見
解
」
は
同
時
に
自
然
法
の
表
示
で
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
の
独
立
の
「
実
定
法
源
」
と
し
て
「
慣
習
法
」
を
把
握
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「
国
際
法
主
体
」
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
近
代
国
際
法
理
論
に
お
い
て
は
、
国
際
法
主

体
は
国
家
の
み
で
あ
る
と
の
思
考
が
原
則
的
に
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に

あ
っ
て
は
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
れ
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上

の
権
利
の
享
有
主
体
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
（
ま
た
、
恐
ら
く
は
、
“Suprem

atus

”保
有
者
に
も
）
共
通
す
る

メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
「
戦
争
遂
行
能
力
を
具
備
し
た
重
要
な
権
力
者
」
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
本
稿
に
お
け
る
我
々
の
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関
心
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
興
味
深
い
問
題
点
を
提
起
す
る
。

　

一
つ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
提
示
す
る
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
い
う
観
念
に
関
わ
る
問
題
点
で
あ
る
。

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
が
“Suprem

atus

”保
有
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
る
記
述
は
我
々
が
検
討

し
て
き
た
論
考
か
ら
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
両
者
が
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
本
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
通
り
で

あ
る
。
し
か
も
、
“Suprem

atus

”保
有
者
に
帰
属
す
る
諸
権
利
（
特
に
、
前
章
第
二
節
（
一
）（
２
）
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
「［
領
域

外
に
］
波
及
す
る
も
の
」（transeuntia

）
と
さ
れ
る
諸
権
利
）
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
事
柄
に
関
わ
る
権
利
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
“Suprem

atus

”保
有
者
を
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
は

ほ
ぼ
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
“Suprem

atus

”理
論
が
相
対
的
な
観
念
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
も
相
対
的
な
観
念
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
近
代
国
際
法
理
論
に
お
け
る
法

主
体
の
国
家
へ
の
一
元
化
と
い
う
思
考
と
は
異
な
る
思
考
の
下
で
「
法
主
体
」
観
念
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

他
の
問
題
点
は
、（
第
一
の
問
題
点
と
も
関
連
す
る
が
）「
戦
争
遂
行
能
力
を
具
備
し
た
重
要
な
権
力
者
で
あ
る
こ
と
」
を
「
ユ
ー

ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
の
要
件
と
し
た
こ
と
か
ら
発
生
す
る
。「
戦
争
遂
行
能
力
」
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」（
そ
し
て
、
“Suprem

atus

”保
有
者
）
は
、
戦
争
の
規
模
や
戦
争
へ
の
参
加
の
態
様
、
更
に

は
、
戦
争
の
結
果
等
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
各
行
為
主
体
に
つ
い
て
の
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
の
存
否
は
常
に
事
実
の
中
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
次

の
二
つ
の
論
理
的
帰
結
を
も
た
ら
す
。
一
つ
は
、
戦
争
そ
れ
自
体
の
あ
り
方
（
帰
結
）
に
よ
っ
て
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上

の
人
格
」（
そ
し
て
、
“Suprem

atus

”保
有
者
）
は
常
に
変
動
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
他
は
、
戦
争
を
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論

の
中
に
取
り
込
む
こ
と
（
そ
れ
は
、
戦
争
を
合
法
的
行
為
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。）
に
よ
っ
て
、
何
れ
か
一
国
が
（
欧
州
規
模
に
限
定

さ
れ
る
と
し
て
も
）「
普
遍
的
帝
国
」
と
な
る
可
能
性
を
容
認
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
近
代
国
際
法
の
理
論
的
存
立
基
盤
で
あ
る
国
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家
の
並
存
状
態
（
の
維
持）

（（（
（

）
を
否
認
す
る
論
理
を
も
内
包
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
論
理
的
帰
結
に
照
ら
す
限
り
で

は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
は
国
家
間
関
係
を
永
続
的
に
規
律
す
る
規
範
の
た
め
の
理
論
で
は
あ
り
得
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、「
神
の
教
会
」
と
し
て
の
「
自
然
的
社
会
」
を
承
認
し
、
ま
た
、

「
普
遍
的
法
学
」
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
普
遍
的
帝
国
の
存
在
可
能
性
を
、
少
な
く
と
も
理
念
的
に
は
、
彼
が
否
定
し
て

い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
。）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、「
公

的
人
格
」
や
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
と
い
う
観
念
に
よ
っ
て
近
代
国
際
法
主
体
に
近
似
し
た
存
在
が
提
示
さ
れ
、

ま
た
、「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
及
び
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
」
と
い
う
観
念
に
よ
っ

て
実
定
法
と
し
て
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
論
じ
ら
れ
る
な
ど
、
近
代
国
際
法
学
（
そ
れ
も
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
主
流
と
な
る

実
証
主
義
的
国
際
法
学
）
の
理
論
と
類
似
し
た
理
論
も
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理

論
は
、
近
代
国
際
法
理
論
か
ら
は
依
然
と
し
て
隔
た
り
が
大
き
い
理
論
な
の
で
あ
る
。

結
論

　
（
一
）　

本
稿
各
章
の
ま
と
め

　

以
上
、
本
稿
各
章
に
お
い
て
確
認
・
検
討
さ
れ
た
事
柄
は
、
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
第
一
章
に
お
い
て
は
、

国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
言
及
を
見
る
限
り
、
国
際
法
研
究
者
一
般
に
と
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
記
述
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は

（
一
九
世
紀
末
ま
で
の
時
期
と
二
○
世
紀
以
降
で
は
若
干
の
相
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
）
稀
で
あ
る
こ
と
、
国
際
法
史
研
究
者
は
、
彼
に
対

し
て
（
僅
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
）
一
定
の
関
心
を
払
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
何
れ
で
あ
っ
て
も
彼
の
国
際
法
史
上
の
評
価
は

専
ら
『
類
纂
』（
及
び
『
類
纂
補
遺
』）
に
基
づ
い
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
プ
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ニ
ッ
ツ
の
（
遅
く
と
も
三
○
歳
台
前
半
以
降
の
）
法
学
理
論
が
神
を
巡
る
主
知
主
義
的
認
識
を
基
礎
と
し
て
神
と
人
間
を
同
一
平
面
に

置
い
た
「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
と
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
彼
の
法
学
理
論
は
最
終
的
に
は
「
智
者
の
慈
愛
」
と
し
て
定
義

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
正
義
の
観
念
と
強
く
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
正
義
の
観
念
と
も
接
合
さ
れ
た
「
自
然
法
の

三
段
階
説
」
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
が
導
出
さ
れ
た
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
第
一
か
ら
第
六
の
「
自
然
的
社
会
」

を
提
示
し
、「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
と
同
様
に
、
神
と
人
間
と
を
同
一
平
面
に
置
い
た
統
一
的
説
明
を
「
社
会
」
に
つ
い
て
も
試

み
て
い
る
こ
と
、
彼
の
国
家
理
論
は
社
会
契
約
論
的
な
国
家
構
成
原
理
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
理
解
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

「
不
完
全
な
社
会
契
約
論
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
が
国
家
の
抽
象
的
人
格
性
を
承
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
領
域
の
結
合
と
法

人
格
の
関
係
に
つ
い
て
も
理
論
化
し
て
い
た
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。
第
四
章
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“Suprem

atus

”観

念
は
、
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas territorialis

”・
“Souveraineté

”と
い
っ
た
統
治
に
関
わ
る
諸
観
念
を
基
礎
又
は

必
要
条
件
と
し
つ
つ
、「
大
き
な
領
域
を
有
し
、
軍
隊
を
進
発
さ
せ
得
る
」
或
い
は
「
欧
州
の
全
般
的
事
柄
に
対
す
る
影
響
力
の
行

使
」
と
い
う
能
力
を
決
定
的
基
準
と
す
る
対
外
的
側
面
を
重
視
し
た
統
治
権
観
念
の
一
つ
で
あ
り
、
狭
義
の
“Souveraineté

”の

保
有
者
が
、
“Potentat

”と
さ
れ
、
そ
れ
が
同
時
に
“Suprem

atus

”保
有
者
と
さ
れ
る
こ
と
が
抽
出
さ
れ
た
。
第
五
章
に
お
い
て

は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
は
自
然
法
と
実
定
法
を
含
む
が
、
両
者
は
相
互
に
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
も

の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
は
“Suprem

atus

”保
有
者
と
考
え
ら
れ
、「
国
際
法

主
体
」
と
は
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
“Suprem

atus

”保
有
者
で
あ
る
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上

の
諸
権
利
の
享
有
主
体
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
尚
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
正
義
及
び
法
観

念
と
関
連
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
社
会
」、「
統
治
権
」
及
び
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
を
巡
る
諸
理
論
の
各
々
に
も
関
連
し
て

い
る
こ
と
は
再
度
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
各
章
に
お
け
る
検
討
結
果
を
基
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
提
示
し
た
諸
理
論
に
つ
い
て
、
彼
の
方
法
論
的
特
質
と
近
代
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国
際
法
理
論
史
に
お
け
る
彼
の
再
定
位
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
本
稿
の
結
論
と
し
た
い
。

　
（
二
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
方
法
論
的
特
質

　

先
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
方
法
論
的
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
事
柄
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
提
示
す
る
諸
理
論
に
内
包
さ
れ

る
「
二
面
性
」
或
い
は
「
矛
盾
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
例
え
ば
、（
第
二
章
第
一
節
で
検
討
さ
れ
た
）
彼
の
神
学
的
認
識
（
そ
れ
は
、

彼
の
正
義
及
び
法
の
認
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。）
に
お
け
る
主
知
主
義
的
認
識
と
主
意
主
義
的
認
識
の
並
存
や
（
第
二
章
第
二
節
及
び

第
五
章
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
）
自
然
法
論
と
実
定
法
論
の
混
在
、
更
に
、（
第
三
章
で
確
認
さ
れ
た
）
国
家
理
論
に
お
け
る
「
自
然
社

会
」
と
「
社
会
契
約
論
的
国
家
構
成
原
理
」
の
並
存
（
そ
れ
は
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
人
間
観
と
契
約
論
的
国
家
観
の
混
在
で
も
あ

る
。）
と
し
て
姿
を
現
し
て
い
る
。
更
に
ま
た
、（
第
四
・
五
章
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
）
戦
争
遂
行
能
力
を
“Suprem

atus

”保
有
者

や
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
人
格
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
に
よ
る
理
論
の
不
安
定
化
も
（
法
理
論
が
秩
序
の
安
定

化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
）
二
面
性
乃
至
は
矛
盾
と
し
て
理
解
可
能
な
現
象
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
二
面
性
或
い
は
矛
盾
の
原
因
は
奈
辺
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
本
来
の
学
術
的
思
考
様
式
と
彼
の
論
述
の
政
治
性
が
も
た
ら
す
矛
盾
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。

　

例
え
ば
、「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
批
評
家
及
び
解
釈
者
の
全
て
が
、
普
遍
性
（universality

）
が
彼
の
思
想
の
主
た
る
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
に
同
意
す
る
」）（（（
（

と
い
う
評
言
や
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
「
調
和
的
統
合
論
者
」（harm

onischer Synthetiker

）
（（（
（

）
と
す
る
理

解
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
個
別
事
象
を
普
遍
的
理
論
の
中
で
統
合
す
る
と
い
う
思
考
様
式
を
有
し
て

い
た
こ
と
に
は
疑
念
の
余
地
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
考
様
式
は
、「
数
学
者
」
と
し
て
の
彼
に
と
っ
て
当
然
の

こ
と
で
あ
る
と
共
に
、「
法
学
者
」
と
し
て
の
彼
を
主
知
主
義
的
な
神
学
及
び
法
学
の
認
識
に
基
づ
く
「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
へ

と
向
か
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
著
作
が
内
包
す
る
政
治
性
を
看
取
す
る
こ
と
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も
容
易
で
あ
り
、
そ
れ
は
例
え
ば
、『Suprem

atus

論
』
と
そ
の
仏
語
抄
訳
版
と
し
て
の
『
対
談）（（（
（

』
の
次
の
よ
う
な
執
筆
の
動
機
乃

至
事
情
に
お
い
て
妥
当
す
る
。
即
ち
、『
対
談
』
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
問
題
は
、
帝
国
諸
侯
（les Princes de 

lʼEm
pire

）
が
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
に
使
節
（A

m
bassadeurs

）
を
派
遣
す
る
権
利
を
有
す
る
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
使
節
は

諸
々
の
国
王
、
選
帝
侯
又
は
イ
タ
リ
ア
の
諸
君
主
の
そ
れ
ら
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か）（（（
（

」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
さ

に
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
講
和
会
議
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
伺
候
す
る
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
公
が
、
自
身
の
使
節
が
フ
ラ
ン
ス
国
王
等
の
使

節
と
、
或
い
は
、
少
な
く
と
も
イ
タ
リ
ア
諸
君
主
の
使
節
と
同
等
の
資
格
で
会
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
た
問
題
で

あ
り
、
同
公
は
自
ら
に
有
利
と
な
る
内
容
を
有
す
る
著
作
の
執
筆
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
求
め
、
そ
の
回
答
が
『Suprem

atus

論
』

（
そ
し
て
『
対
談
』）
な
の
で
あ
っ
た）（（（
（

。
ま
た
、
そ
れ
と
同
様
に
、『
類
纂
』
も
政
治
的
動
機
に
由
来
す
る
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
に
と
っ
て
、
前
述
の
「
二
面
性
」
や
「
矛
盾
」
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
と
は
感
じ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
主
意
主
義
的
法
観
念
と
主
知
主
義
的
法
観
念
の
並
存
は
、
彼
の
学
問
的
営
為
の
過
程
に

お
け
る
転
換
で
あ
っ
て
、
転
換
後
に
は
彼
の
主
知
主
義
的
法
認
識
に
基
づ
く
「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た

も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
彼
の
数
学
上
の
業
績
と
の
関
連
の
中
で
理
解
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
微
分
法
を
完
成
し
た
形
（N

ova m
ethodus pro m

axim
is et m

inim
is

）
で
発
表
し
た
の
は
一
六
八
四
年
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
論
と
し
て
の
確
立
は
一
六
七
二
年
か
ら
一
六
七
六
年
に
か
け
て
の
パ
リ
滞
在
中
に
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。（
例
え
ば
、
一
六
七
三
年
八
月
の
彼
の
手
稿
の
中
で
、
近
代
の
数
学
的
意
味
で
「
関
数
」（Funktion

）
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
、
一
六
七
五
年
一
一
月
の
原
稿
で
は
微
積
分
学
の
た
め
の
新
た
な
記
号
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。）

（（（
（

）
そ
し
て
、

「
極
限
」
の
観
念
を
前
提
と
す
る
微
分
法
の
確
立
を
通
じ
て
「
無
限
」
が
数
学
的
に
処
理
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
神
の
意
思
に
よ
っ
て
も
変
更
し
得
な
い
客
観
的
秩
序
の
存
在
と
し
て
「
宇
宙
」（
法
規
範
を
含
む
。）
を
認
識
す
る
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よ
う
に
な
っ
た
と
解
す
る
な
ら
ば
、（
本
稿
第
二
章
第
一
節
（
一
）（
２
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う
に
）
彼
の
主
意
主
義
的
法
観
念
か
ら

主
知
主
義
的
法
観
念
へ
の
転
換
が
遅
く
と
も
一
六
七
七
年
の
論
考
に
お
い
て
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る）（（（
（

。

（
更
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
数
学
上
の
業
績
と
の
関
係
に
お
い
て
、
彼
の
法
理
論
に
見
ら
れ
る
自
然
法
論
と
実
定
法
論
の
混
在
、
そ
し
て
「
普

遍
的
法
学
」
の
構
想
を
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。）

　

以
上
の
他
に
も
、「
自
然
社
会
」
と
「
社
会
契
約
論
的
国
家
構
成
原
理
」
の
並
存
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
人
間
観
と
契
約
論
的
国

家
観
の
混
在
と
い
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
の
特
色
も
、
確
か
に
彼
の
理
論
の
「
二
面
性
」
や
「
矛
盾
」
を
示
す
も
の
で
あ
る

よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
の
国
家
理
論
は
「
不
完
全
な
社
会
契
約
論
」
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
も
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
自
身
に
よ
る
人
間
及
び
社
会
観
察
の
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
「
事
実
」
な
の
で
あ
り
、
彼
に

と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
観
察
結
果
（
事
実
）
の
体
系
化
や
普
遍
化
で
あ
っ
て
、「
完
全
な
社
会
契
約
論
」
の
提
示
で
は
な

か
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。（
或
い
は
、
少
な
く
と
も
、
彼
の
各
著
作
が
そ
の
時
々
に
単
純
な
政
治
的
動
機
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た

と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。）

（（（
（

）

　

勿
論
、
こ
の
観
察
結
果
（
事
実
）
の
体
系
化
や
普
遍
化
の
重
視
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
現
状
維
持
的
な
思
考
傾
向
を
有
し
て
い
た

こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
。
実
際
に
、
或
る
書
簡
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
一
定
の
秩
序
が
樹
立
さ
れ
た
後
に
は
、

「
極
端
な
必
要
性
が
な
く
、
そ
し
て
公
共
の
安
寧
の
た
め
（pro salute publica

）
成
功
す
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

当
該
秩
序
を
転
覆
し
て
は
な
ら
な
い
」（
ま
た
、
既
存
秩
序
の
転
覆
が
許
容
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
よ
り
悪
し
き
災
厄
を
惹
起
し
な

い
よ
う
な
方
法
」
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
し
て
い
る）（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
彼
の
諸
理
論
の
現
状
維
持
的
性
格
の
反

映
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
存
在
す
る
事
実
の
体
系
化
や
普
遍
化
を
志
向
す
る
彼
の
態
度
表
明
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故

な
ら
ば
、
一
定
の
秩
序
が
存
在
す
る
場
合
に
、
彼
の
努
力
は
当
該
秩
序
を
彼
の
理
論
体
系
の
中
に
包
摂
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
実
在
す
る
秩
序
は
事
実
と
し
て
観
察
の
対
象
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
如
何
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な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
彼
が
重
視
す
る
も
の
は
「
公
共
善
」（le bien public

）
で
あ
っ
て）（（（
（

、「
公
共
の
安
寧
の
た
め
」
で
あ
る
な

ら
ば
現
状
の
変
更
は
否
定
さ
れ
な
い
と
い
う
彼
の
論
理
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
体
系
化
や
普
遍
化
へ
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
志
向
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
有
力

諸
侯
が
、
当
時
の
欧
州
外
交
の
主
体
で
あ
り
、
“Suprem

atus

”保
有
者
と
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
こ
と
も
ま
た
、
当
然
の
こ
と
と

な
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　
（
三
）　

近
代
国
際
法
（
理
論
）
史
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
再
定
位

　

一
方
に
お
い
て
、
従
来
の
国
際
法
（
理
論
）
史
研
究
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
通
常
「
実
証
主
義
国
際
法
学
」
の
系
譜
の
中
で
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
『
類
纂
』（
及
び
『
類
纂
補
遺
』）
が
国
際
法
（
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
）
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
諸
々
の

先
例
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
の
こ
と
で
あ
る
（
第
一
章
）。
他
方
に
お
い
て
、
彼
は
、
彼
の
法
理
論
に
お
い
て
自
然
法
と
正

義
を
重
要
な
要
素
と
し
て
お
り
（
第
二
章
）、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
“Suprem

atus

”保
有
者
に
対
す
る
制
約
と
し
て
論
じ
て
い
る
（
第

四
章
）。

　

こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
国
際
法
理
論
史
研
究
者
が
、『
類
纂
』（
及
び
『
類
纂
補
遺
』）
に
の
み
依
拠
し
て
お
り
（
但
し
、
若
干
の
研

究
者
は
『Suprem

atus

論
』
に
も
言
及
し
て
い
る
が
）、
そ
こ
か
ら
短
絡
的
な
評
価
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
学
」
に
直
接
的
に
関
わ
る
（
と
思
わ
れ
る
）
文
献
の
み
に
依
拠
し
て
判
断
す
る
の
か
、「
法
学
」（
更
に
は
、

「
政
治
理
論
」）
の
枠
組
み
の
中
で
評
価
す
る
の
か
、
或
い
は
、
学
問
体
系
全
体
の
中
で
考
察
を
行
う
の
か
に
よ
っ
て
、
彼
に
対
す
る

評
価
は
変
化
し
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（
勿
論
、
現
在
の
段
階
で
は
、
資
料
上
の
制
約
に
よ
り
彼
の
学
問
体
系
全
体
の
中
で
の
考
察
は
不

可
能
で
あ
る
が
。）
し
か
し
、
従
来
の
国
際
法
（
理
論
）
史
研
究
の
成
果
が
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
お
い
て
、
自
然

法
と
し
て
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と
実
定
法
と
し
て
の
そ
れ
が
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
類
纂
』
所
収
の
文
書
類
が
両
者
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の
淵
源
と
な
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
両
者
間
で
抵
触
が
発
生
す
る
と
い
う
事
態
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
或
い
は
、
少
な
く
と
も
、
両
者
相
互
の
親
和
性
は
高
い
こ
と
）
を
看
過
し
て
き
た
点
は
誤
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
に
お
け
る

考
察
の
結
果
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
自
然
法
（
及
び
正
義
）
を
基
調
と
し
つ
つ
、
実
定
法
を
も
組
込
ん
だ
「
普
遍
的
法

学
」
を
志
向
し
た
と
い
う
「
法
学
」
の
枠
組
み
の
中
で
の
彼
の
評
価
が
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
つ
い
て
も
妥
当
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
は
近
代
国
際
法
（
理
論
）
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
評

価
を
受
け
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
国
際
法
人
格
と
主
権
を
巡
る
理
論
的
観
点
か
ら
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
に
お
け
る
国
家
の
抽
象
的
人
格
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
得
る
。
彼
は
、
彼

自
身
が
観
察
し
た
「
事
実
」
に
基
づ
く
「
不
完
全
な
社
会
契
約
論
」
を
展
開
し
た
が
、
そ
れ
は
「
不
完
全
」
で
は
あ
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
、「
社
会
契
約
論
」
の
範
疇
の
中
で
理
解
さ
れ
得
る
理
論
で
あ
っ
た
。（
し
か
も
、
そ
の
「
不
完
全
性
」
故
に
、
現
実
に
存
在
す

る
多
様
な
国
家
形
態
の
各
々
に
適
用
可
能
な
国
家
構
成
理
論
が
提
示
さ
れ
得
た
。）
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
は
、
統
治
者
と
国
家
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
前
者
を
後
者
の
機
関
と
し
て
認
識
す
る
と
い
う
理
論
的
契
機
を
有
し
得
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
は
、
国
家
に
抽
象

的
人
格
性
を
認
め
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
主
体
と
し
て
の
地
位
を
認
め
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
理
論
は
近
代
国
際
法
理
論
に
接
合
さ
れ
得
る
も
の
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
統
治
権
を
巡
る
理
論
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
近
代
国
際
法
理
論
に
お
け
る
（
或
い
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
）
主
権

理
論
か
ら
隔
た
る
こ
と
と
な
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
の
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
観
念
は
「
主
権
国
家
間
の
関
係
を
規
律
す

る
法
規
範
」
と
し
て
の
近
代
国
際
法
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
に
抽
象
的
法
人
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
国

際
法
に
近
接
し
た
観
念
と
は
な
り
得
た
が
、「
主
権
」
理
論
と
は
異
な
る
“Suprem

atus

”理
論
が
統
治
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
近
代
国
際
法
と
は
異
な
る
内
実
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
も
、
“Suprem

atus

”理
論
は
（
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
生
き
た
）
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の

（
ひ
い
て
は
、
当
時
の
欧
州
全
般
の
）
状
況
に
適
合
的
な
理
論
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
九
世
紀

初
頭
に
至
る
ま
で
欧
州
中
央
部
に
蟠
踞
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
存
在
と
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
諸
々
の
「
国
際
法
」
理
論
の
存
在

（
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
内
実
）
が
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
認
識
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、（
近

代
国
際
法
理
論
が
単
線
的
・
直
線
的
に
「
発
達
」
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
）
近
代
国
際
法
理
論
の
錯
綜
し
た
発
展
過
程
を
探

求
す
る
こ
と
の
学
問
的
必
要
性
を
自
覚
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
に
裏
付
け
ら
れ
た
知
的
活
動
の
中
で
国

際
法
学
の
豊
穣
さ
を
感
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
そ
し
て
、
恐
ら
く
は
、
こ
の
点
に
こ
そ
（
本
稿
の
「
序
論
」
に
お
い
て
提

示
さ
れ
て
い
る
）「
負
の
国
際
法
意
識
」
を
認
識
す
る
こ
と
の
意
義
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
失
わ
れ
た
環
」
は
（
或
い
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
一
部
は
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
考
の
中
に
見
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
六
世

紀
後
半
以
降
の
近
代
的
な
主
権
・
国
家
理
論
や
「
国
際
法
」
理
論
の
歴
史
を
「
現
代
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
環
は

無
意
味
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
環
は
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
、
そ
し
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
、

そ
の
環
の
発
見
は
本
当
に
無
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

我
々
が
理
念
的
に
把
握
す
る
よ
う
な
近
代
主
権
国
家
の
並
存
体
制
が
現
実
に
欧
州
世
界
を
（
概
ね
）
覆
い
尽
く
す
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
世
紀
初
頭
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
消
滅
）
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
体
制
は
最
大
限
に
見
積
も
っ
て
も
二
世
紀

程
度
の
歴
史
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
歴
史
の
中
で
、
既
に
我
々
は
、「
欧
州
連
合
」
と
い
う
主
権
国
家
の
意
思
に

基
礎
を
置
き
つ
つ
、
単
な
る
主
権
国
家
の
並
存
体
制
と
は
異
な
る
新
た
な
る
統
治
形
態
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
目
撃
し
て
い
る
。

（
勿
論
、
そ
の
新
た
な
る
統
治
形
態
が
今
後
如
何
な
る
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
本
稿
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
得
る
事
柄
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で
は
な
い
。）
理
念
型
（Idealtypus

）
と
し
て
の
近
代
主
権
国
家
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
並
存
体
制
が
、「
国
際
社
会
」
を
説
明
す
る
際

の
基
本
的
概
念
枠
組
み
で
あ
り
続
け
、
現
実
説
明
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
保
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
理
念

型
が
理
念
型
と
し
て
の
能
力
を
喪
失
し
た
時
、
発
見
さ
れ
た
「
失
わ
れ
た
環
」
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

（
412
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectorem
. (D

utens, IV
, iii, 330: K

lopp, IV
, 10.)

（
413
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, i.). (D

utens, IV
, iii, 287: K

lopp, V
I, 458.)

（
414
）　E

ssai de dém
onstrations politiques. (Foucher de Careil, V

I, 12-13.)

（
415
）　

“Am
icitia vera IN

T
ER RESPU

BLICA
S nulla est.

”［
大
文
字
強
調
は
原
文
の
マ
マ
。］Specim

en, Propositio X
LII. 

(A
kadem

ie, IV
, i, 37-38: D

utens, IV
, iii, 561.)

（
416
）　O

bservations sur le projet. (Foucher de Careil, IV
, 57.)

（
417
）　M

antissa (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), II, xx.). (D
utens, IV

, iii, 319.)

（
418
）　E

.g., Codex (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), I, xv.). (D
utens, IV

, iii, 298-299: K
lopp, V

I, 476.): System
a iuris. (Grua, 

II, 819.)

（
419
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xx.). (D

utens, IV
, iii, 306: K

lopp, V
I, 488.)

（
420
）　Cogitationes, III. (D

utens, IV
, iii, 500.)

（
421
）　E
ntretiens. (K

lopp, III, 361.)

尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
外
国
人
と
の
交
渉
や
条
約
に
お
い
て
主
と
し
て

問
題
と
な
る
こ
と
は
、
武
力
を
行
使
す
る
か
、
そ
れ
を
防
止
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
彼
の
“le 

droit des gens

”に
関
す
る
著
作
に
『
戦
争
と
平
和
の
法
』
と
い
う
題
名
を
付
し
た
と
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

（
422
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 361.)

（
423
）　

“Hujus gentium
 juris ratio est, ut bella evitentur.

” De jure suprem
atus, cap.X

X
X

III. (D
utens, IV

, iii, 408: K
lopp, 

IV
, 144.)
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（
424
）　D

e jure suprem
atus, cap.LX

V
I. (D

utens, IV
, iii, 494: K

lopp, IV
, 301.)

（
425
）　D

e jure suprem
atus, cap.LX

V
I. (D

utens, IV
, iii, 494: K

lopp, IV
, 301.)
（
426
）　Cogitationes. (D

utens, IV
, iii, 500.)

（
427
）　

但
し
、
こ
の
よ
う
な
「
平
和
的
性
格
」
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
著
作
の
総
体
を
特
徴
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
前
章
で
確
認
さ
れ
た
よ

う
に
、
“Suprem

atus

”は
軍
事
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
実
力
」
に
応
じ
た
相
対
的
観
念
で
あ
り
、『Suprem

atus

論
』
の
理
論
的
前
提

の
一
つ
は
戦
争
に
よ
る
“Suprem

atus

”の
得
喪
の
承
認
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
例
え
ば
、
同
書
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
に
よ
り
、

「
戦
争
の
（
結
果
の
）
合
法
化
」
と
い
う
思
考
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
勿
論
、［
そ
の
者
が
］
戦
争
の
権
利
に
よ
り
獲
得
す
る
も

の
は
、
そ
の
者
に
属
す
る
と
評
価
さ
れ
る
（ipsius censentur

）。
締
結
さ
れ
た
講
和
に
よ
り
（pace inita

）
自
ら
に
譲
渡
さ
れ
た
も

の
は
、
不
正
を
通
じ
て
以
外
に
は
取
り
消
さ
れ
得
な
い
。」（D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

III. (D
utens, IV

, iii, 408: K
lopp, IV

, 
144.)

）

（
428
）　O

bservationes, II. (D
utens, IV

, iii, 270.)

（
429
）　O

bservationes, IV
. (D

utens, IV
, iii, 270-271.)

（
430
）　

本
稿
に
お
い
て
、
“jus naturae et gentium

”を
「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
と
訳
出
す
る
こ
と
に
は
、
次
の
よ
う
な
理

由
が
あ
る
。

　

こ
の
ラ
テ
ン
語
は
、「
自
然
法
及
び
万
民
法
」
と
も
、「
自
然
万
民
法
」
と
も
訳
出
可
能
で
あ
る
。（
勿
論
、
本
稿
に
お
け
る
訳
語
と
し

て
は
、「
万
民
法
」
は
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
な
る
の
で
あ
る
が
。）
し
か
し
、
本
論
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
は
こ
の
語
を
実
定
法
で
あ
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と
の
対
比
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
自
然
法
及
び
万
民
法
」

と
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、「
自
然
万
民
法
」
と
す
る
こ
と
は
、「
自
然
」
が
形
容
詞
（
し
た
が
っ
て
、
原
語
は
“naturale

”

と
な
る
で
あ
ろ
う
。）
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
り
、
原
語
の
意
味
を
正
確
に
反
映
し
な
い
点
で
こ
れ
も
適
切
で
は
な
い
。「
自
然
の

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
稿
に
お
け
る
訳
語
の
統
一
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
望
ま

し
い
）
も
の
の
、
こ
の
訳
語
で
は
、
“naturae

”と
“gentium

”が
等
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
最
も
原
語
の
意
味
を
忠
実
に
反
映
す
る
訳
語
と
し
て
、「
自
然
の
（
且
つ
）
諸
国
民
の
法
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

（
431
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xi.). (D

utens, IV
, iii, 294: K

lopp, V
I, 469.)
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（
432
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xi.). (D

utens, IV
, iii, 294: K

lopp, V
I, 469-470.)

（
433
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xiv.). (D

utens, IV
, iii, 297: K

lopp, V
I, 473-474.)

尚
、
こ
の
一
文
は
本
稿
第
二
章

第
二
節
（
一
）（
２
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
434
）　

引
用
部
分
の
第
一
文
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
“Et in Republica quidem

 jus civile ab eo vim
 accepit, qui sum

m
am

 
potestatem

 habet.

” Codex (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), I, xiv.). (D
utens, IV

, iii, 297: K
lopp, V

I, 474.)

ま
た
、
第
二
文
以

下
の
原
文
は
、
省
略
部
分
も
含
め
て
、
前
註（
335
）に
あ
る
。

（
435
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xiv.). (D

utens, IV
, iii, 297-298: K

lopp, V
I, 474-475.)

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
実
例

が
『
類
纂
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
旨
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
436
）　H

. Grotius, D
e jure belli ac pacis libri tres (1625), Prolegom

ena, 

§11. （
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ

た
一
六
四
六
年
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
版
を
参
照
し
た
。T

he Classics (O
xford/London, 1925).

（
437
）　M

onita (Pufendorfius), IV
. (D

utens, IV
, iii, 279-280.)

（
438
）　

“Personam
 juris gentium

 habet, cui libertas publica com
petit, ita ut in alterius m

anu ac potestate non sit, sed 
per se jus arm

orum
, foederum

que habeat; quanquam
 forte obligationum

 vinculis superiori sit adstrictus, &
 

hom
agium

, fidem
, obedientiam

 profiteatur.
” Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xx.). (D

utens, IV
, iii, 306: K

lopp, 
V

I, 488.)

（
439
）　E

pistola (T
enzelius). (D

utens, IV
, ii, 251.)

（
440
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

III. (D
utens, IV

, iii, 408-409: K
lopp, IV

, 144-145.)

（
441
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 359: K
lopp, IV

, 55-56.)

尚
、
こ
の
引
用
文
中
の
一
部
は
、
前
章
第
二
節
（
四
）

（
２
）
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
442
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, 361.)

こ
の
引
用
箇
所
は
、
前
章
第
三
節
（
二
）（
１
）
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
443
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xii.). (D

utens, IV
, iii, 295: K

lopp, V
I, 471.) 

尚
、
こ
の
引
用
文
中
の
「
中
略
」
と

さ
れ
た
部
分
に
は
、「
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
若
か
り
し
時
に
法
の
方
法
に
関
す
る
小
著
で
輪
郭
を
描
い
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
『
法
学
新
方
法
』
中
の
記
述
（N

ova M
ethodus, 

§§71-75. (D
utens, IV

, iii, 211-214.)

）
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
444
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xiii.). (D

utens, IV
, iii, 296-297: K

lopp, V
I, 472-473.)

（
445
）　M

ollat, 17-18.

こ
の
一
文
は
、
本
論
で
以
下
に
論
じ
ら
れ
る
事
柄
の
他
に
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
に
つ
い
て
の
別
の
重
要

な
論
点
を
含
ん
で
い
る
。
即
ち
、
私
法
が
平
等
者
間
の
法
で
あ
り
、
公
法
が
不
平
等
者
間
の
法
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら

“Suprem
atus

”保
有
者
間
の
関
係
は
私
法
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
446
）　

“His jam
 sunt subjicienda elem

enta juris legitim
i hum

ani ac divini, hum
ani tum

 in re publica nostra tum
 inter 

gentes, divini in ecclesia universali.

” De tribus gradibus. (M
ollat, 18.)

（
447
）　

こ
こ
で
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
及
び
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
関
す
る
観
念
の
基
底
に
あ
る
も
の
が
正
義
（
そ
こ
に
は
衡
平

の
観
念
も
含
ま
れ
る
。）
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
448
）　E

pistola (T
enzelius). (D

utens, IV
, ii, 251.)

（
449
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, iv.). (D

utens, IV
, iii, 290: K

lopp, V
I, 462.)

（
450
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, v.). (D

utens, IV
, iii, 290-291: K

lopp, V
I, 463-464.)

（
451
）　M

onitum
 (Codex), i. (D

utens, IV
, iii, 285.) 

（
452
）　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
次
の
よ
う
に
、「
国
際
法
」
学
に
お
け
る
実
証
主
義
の
進
展
に
対
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
寄
与
を
評
価
し
て
い
る
。

「
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
と
同
様
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
は
、
“consensus

”と
“usus

”（
そ
れ
は
黙
示
的
合
意
（a tacit 

agreem
ent

）
と
見
做
さ
れ
る
。）
か
ら
生
起
す
る
規
則
は
、
恐
ら
く
は
究
極
的
に
“stare pactis

”の
自
然
法
原
則
に
基
礎
付
け
ら
れ
る

も
の
の
、
別
箇
の
議
論
に
値
し
た
。
そ
し
て
、
後
の
時
代
に
極
端
に
ま
で
押
し
進
め
ら
れ
た
、
国
際
法
に
お
け
る
実
定
的
要
素
の
こ
の
承

認
は
、
国
内
法
（state law

）
の
拘
束
力
に
関
す
る
社
会
契
約
論
の
場
合
と
同
様
に
、
拘
束
さ
れ
る
合
意
（agreem

ent

）
は
事
実
と
い

う
よ
り
も
仮
説
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
確
立
さ
れ
た
慣
行
（usage

）
の
中
に
堅
牢
な
基
礎
を
そ
の
［
国
際
法
の
］
規
則
に
与
え
る
道
を

拓
い
た
の
で
あ
る
。」Jones, op.cit., p.8.

（
453
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, i.). (D

utens, IV
, iii, 287: K

lopp, V
I, 457-458.)

（
454
）　

こ
の
引
用
部
分
に
お
い
て
は
、
“jus naturae gentium

que
”と
さ
れ
て
お
り
、
他
の
箇
所
に
お
け
る
表
現
で
あ
る
“jus naturae 

et gentium

”と
は
異
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
自
然
法
及
び
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
解
す

る
余
地
も
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
節
に
お
け
る
結
論
は
影
響
を
受
け
な
い
。
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（
455
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, i.). (D

utens, IV
, iii, 287: K

lopp, V
I, 458.)

（
456
）　

“Ceterum
 Codex iste non Germ

anicis tantum
 aut alterius populi rebus astringitur, sed pleraque Europaea 

attingit; nec tantum
 pacificationum

 T
abulas &

 foedera aliave, quae vulgo T
ractatuum

 nom
ine censentur; sed &

 
contractus m

atrim
oniales Principum

, testam
enta, adoptiones, varias obligationes, pacta convent &

 alienationes; 
uniones territoriorum

, lim
itum

 designationes; com
m

erciorum
, navigationum

, &
 in eam

 rem
 initarum

 societatum
 

articulos;
….., aliaque ad rem

 publicam
 Christianarum

 gentium
 pertinentia.

” M
onitum

 (Codex), ii. (D
utens, IV

, iii, 285-
286.) 

（
457
）　Charta Pacis inter Philippum

 Regem
 Gallia &

 Balduinum
 Com

item
 Flandria. Codex, p.1.

（
458
）　Codex, pp.132-133.

（
459
）　Conventus Parisiensis Praelatorum

 &
 Baronum

 Regni Franciae coram
 Philippo V

alesio. Codex, pp.133-137.

（
460
）　Codex, pp.146-147.

（
461
）　D

ecretum
 &

 Constrtutio [sic] ab Im
peratore &

 O
rdinibus de jure Im

perii facta 8 A
ug. 1338. Codex, pp.148-149.

（
462
）　Form

a divortii m
atrim

onialis inter illustres. vocatos Conjuges, Johannem
 videlicet filium

 Regis Bohem
iae &

 
M

argaretam
 D

ucissam
 K

arinthiae, celebrate per D
om

inum
 Ludovicum

 Q
uartum

 D
ei gratia Rom

. Im
p. (1341). 

Codex, pp.154-156.

（
463
）　Form

a D
ispensationis super affi

nitate consanguenitatis inter illustrem
 Ludovicum

 M
archionem

 Brandenburg. 
&

 M
argaretham

 D
ucissam

 K
arinthiæ

 (1341). Codex, pp.156-158.

（
464
）　M

antissa (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), II, xx.). (D
utens, IV

, iii, 319.)

（
465
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xv.). (D

utens, IV
, iii, 298-299: K

lopp, V
I, 475-477.)

（
466
）　

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
（Fritz Sturm

）
は
、
ロ
ー
マ
法
が
欧
州
の
共
通
法
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
み
な
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
ペ
イ
ン
で
も
妥
当
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
官
で
す
ら
も
援
用
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
認
め
て

い
た
と
す
る
。F. Sturm

, D
as röm

ische R
echt in der Sicht von G

. F. Leibniz (T
übingen, 1968), S.13-14.

（
467
）　R

atio corporis juris reconcinnandi, 

§§1-2. (D
utens, IV

, iii, 235.)
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（
468
）　

勝
田
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
帝
国
内
に
お
け
る
普
通
法
［
即

ち
、
ロ
ー
マ
法
］
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
自
由
意
志
に
よ
っ
て
継
受
さ
れ
、
全
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
お
け
る
国
際
的
な
法
と
し
て
、

す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
法
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、
帝
国
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
補
充
的
な
効
力
を
有

し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
さ
え
も
引
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
事
実
上
の
効
力
に
［
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
］
根
拠
を
求
め
て
い
る
。」

勝
田
有
恒
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
改
革
論
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
一
橋
論
叢
』
第
八
四
巻
（
一
九
八
○
年
）
三
二
○
頁
。

（
469
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

IV
. (D

utens, IV
, iii, 410: K

lopp, IV
, 148.)

（
470
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

LI. (D
utens, IV

, iii, 425: K
lopp, IV

, 176.)

（
471
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 359: K
lopp, IV

, 55.)

（
472
）　D

e jure suprem
atus, cap.LX

V
I. (D

utens, IV
, iii, 494: K

lopp, IV
, 301.)

（
473
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

III. (D
utens, IV

, iii, 408: K
lopp, IV

, 144.)

（
474
）　Cogitationes. (D

utens, IV
, iii, 502.) 

（
475
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

III. (D
utens, IV

, iii, 408: K
lopp, IV

, 144.)

（
476
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
V

. (D
utens, IV

, iii, 391: K
lopp, IV

, 113-114.)

（
477
）　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
辺
境
伯
カ
ー
ル
の
遺
言
書
（Caroli A

ustriaci M
archionis Burgaviensis testam

entum

）
の
事
例
で
あ
る
。

D
e jure suprem

atus, cap.X
X

V
. (D

utens, IV
, iii, 391: K

lopp, IV
, 114.)

（
478
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

IV
. (D

utens, IV
, iii, 410: K

lopp, IV
, 147.)

（
479
）　Cogitationes, III. (D

utens, IV
, iii, 500.)

尚
、『
思
考
』
の
こ
の
箇
所
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
侯
の
諸
々
の
通
常
の
名
誉
（usitati 

honores

）
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
属
す
る
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
480
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

X
X

III. (D
utens, IV

, iii, 409: K
lopp, IV

, 145.)

（
481
）　

ホ
ィ
ー
ト
ン
は
、「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
諸
国
民
の
黙
示
的
合
意
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
意
思
法
（the voluntary 

law
 as established by the tacit consent of nations

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
『
類
纂
』
の

「
序
文
」
に
お
い
て
“jus gentium

”と
し
て
い
る
箇
所
を
“international law

”と
し
て
い
る
。（W

heaton, E
lem

ents, p.16.

）
こ
の

論
じ
方
を
見
る
限
り
、
ホ
ィ
ー
ト
ン
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
専
ら
国
家
間
関
係
を
規
律
す
る
も
の
と
し
て
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
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ウ
ォ
ル
ン
タ
ー
リ
ウ
ム
を
提
示
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
482
）　Schneider, Justitia U

niversalis, S.112.

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、「
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
国
際
法
の
内

容
が
自
然
法
に
確
定
さ
れ
た
後
に
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
実
定
国
際
法
が
何
ら
存
在
し
な
い
旨
を
正
当
に
主
張
し
た
」
こ
と
に
触
れ
て

お
り
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
実
定
国
際
法
学
を
論
じ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
483
）　G. H

artm
ann, Leibniz als Jurist und R

echtsphilosoph (T
übingen, 1892), S.63.

（
484
）　

ラ
イ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
第
二
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
が
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
“jus gentium

 
voluntarium

”と
同
一
の
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。（Reibstein, a.a.O

., Bd.I, S.501.

）
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
“jus gentium

”を
「
全
て

の
又
は
大
多
数
の
諸
国
民
の
意
思
に
よ
り
拘
束
力
を
受
け
取
っ
た
も
の
」（quod gentium

 om
nium

 aut m
ultarum

 voluntate vim
 

obligandi accepit

）
と
し
て
い
る
。（Grotius, op.cit., Lib.I, cap.i, 

§14.)

（
但
し
、
こ
の
引
用
箇
所
で
は
“jus gentium

 
voluntarium

”へ
の
明
示
的
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。）

（
485
）　

マ
ー
ン
ケ
（D

ietrich M
ahnke

）
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念
が
権
力
政
治
（M

achtpolitik

）
の
対
極
に
あ
る

「
倫
理
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
国
際
法
」（ein ethisch fundam

entiertes V
ölkerrecht

）
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。D

. M
ahnke, 

L
eibnizens Synthese von U

niversalm
athem

atik und Individualm
ethaphysik (Stuttgart-Bad Cannstatt, 1964) 

(Faksim
ile-N

eudruck der A
usgabe von H

alle 1925), S.278, A
nm

.199.

（
486
）　

国
家
の
並
存
状
態
（
の
維
持
）
を
近
代
国
際
法
の
理
論
的
存
立
基
盤
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
欧
州
近
代
国
家
系

形
成
期
の
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
『
勢
力
均
衡
』
概
念
」『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
七
一
巻
第
七
号
（
一
九
九
八
年
）
五
○

頁
を
見
よ
。

（
487
）　Schrecker, op.cit. (

“Leibnitzʼs Principles of International Justice

”), p.484.

（
488
）　M
ahnke, a.a.O

., S.1-5.

（
489
）　

前
註（
366
）に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
が
、『Suprem

atus

論
』
と
『
対
談
』
の
関
係
に
つ
い
て
、

後
者
は
前
者
の
「
摘
要
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
読
者
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
修
正
及
び
簡
略
化
が
図
ら
れ
た
旨
が

付
言
さ
れ
て
い
る
。E

ntretiens. (K
lopp, III, p.333.)

（
490
）　E

ntretiens. (K
lopp, III, p.343.)
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（
491
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
『
対
談
』
執
筆
の
個
人
的
動
機
に
つ
い
て
は
、
差
当
た
り
次
の
文
献
に
お
け
る
解
説
を
見
よ
。K

lopp, III, 
Einleitung, S.X

LII-X
LIII.

（
492
）　
『
類
纂
』
所
収
の
諸
文
書
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
彼
の
イ
タ
リ
ア
へ
の
旅
行
の
途
次
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ン
・
モ
デ
ナ
の

公
文
書
館
で
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
ル
イ
一
四
世
の
領
土
的
主
張
に
対
抗
す
る
見
解
の
論
拠
と
な
る
文
書
類
を
帝
国
の

利
益
に
お
い
て
皇
帝
の
手
に
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。Schneider, Justitia U

niversalis, S.111-112.

（
493
）　D

. M
ahnke, N

eue E
inblicke in die E

ntdeckungsgeschichte der höheren A
nalysis (A

bhandlungen der preussischen 
A

kadem
ie der W

issenschaften, Jahrgang 1925, Phys.-M
ath. K

lasse, N
r.1.) (Berlin, 1926) (im

 Folgenden zitiert als 

“Neue E
inblicke

”), S.5, 20, 25, 60-62: 

下
村
、
前
掲
書
、
三
○
―
三
四
頁
。
ま
た
、
数
学
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
学
問
的
進
展
に

と
っ
て
の
、
パ
リ
滞
在
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
論
考
は
多
い
。
一
例
と
し
て
次
の
文
献
を
見
よ
。Stam

m
ler, a.a.O

., S.79-80.

（
494
）　M

ahnke, N
eue E

inblicke, S.5, 20, 25.

ま
た
、
一
六
七
八
年
三
月
に
書
か
れ
た
書
簡
に
お
い
て
は
、
微
積
分
法
の
領
域
に
お
け

る
そ
れ
ま
で
の
発
見
が
、
誤
っ
た
見
通
し
に
よ
っ
て
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
近
視
眼
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
彼
の
新
し
い
記

号
に
よ
り
初
め
て
克
服
さ
れ
得
る
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。Ebenda, S.14.

（
495
）　

こ
の
よ
う
な
理
解
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
が
下
村
の
次
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
。「
デ
カ
ル
ト
以
来
、『
幾
何
学
的
方
法
』（
こ
の
時

代
に
お
い
て
そ
れ
は
『
数
学
的
方
法
』
と
い
う
の
と
同
義
で
あ
る
）
が
学
問
の
模
範
的
方
法
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
ス
ピ

ノ
ザ
の
『
倫
理
学
』
が
『
幾
何
学
的
方
法
に
よ
っ
て
論
証
』
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
も
微
分
法
の
発
見
は
単
に
数
学
的
発
見
で
な
く
、
同
時
に
彼
の
体
系
的
方
向
を
決
定
せ
し
め
る
べ
き
方
法
の
発
見
で

あ
っ
た
。
け
だ
し
言
う
ま
で
も
な
く
微
分
法
は
『
無
限
』
を
計
算
的
に
処
理
す
る
方
法
で
あ
る
。
無
限
は
こ
れ
ま
で
の
思
想
家
に
は
単
に

超
越
的
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
単
に
不
定
的
な
も
の
と
し
て
、
回
避
さ
れ
る
か
、
な
い
し
は
消
極
的
に
し
か
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
微
分
法
の
確
立
は
端
的
に
言
え
ば
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
を
克
服
す
る
新
し
き

哲
学
、『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学
』
の
方
法
論
、
論
理
学
が
自
覚
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。」（
下
村
、
前
掲
書
、
三
一
―
三
二
頁
。）

（
496
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
体
系
化
・
普
遍
化
志
向
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
全
般
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
レ
ッ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
死
の
二
○
年
前
か
ら
教
会
の
調
和
（reconciliation
）
に
関
す
る
論
考
を
も
著
し
て
い
る
と
い
う
。Schrecker, op. 
cit. (

“Leibnitzʼs Principles of International Justice

”), p.489.
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（
497
）　

確
か
に
、
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
展
開
し
た
「
国
際
法
」
に
関
わ
り
得
る
諸
理
論
は
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
「
二
面
性
」（
乃
至
は
矛
盾
）
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
彼
の
内
奥
で
深
く
関
連
し
合
い
、

そ
れ
故
に
、
長
い
思
索
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
（
明
石
）
は
考
え
て
い
る
。
彼
が
示
し
た
一
見
矛

盾
す
る
論
点
は
、「
何
か
」
に
つ
い
て
思
索
を
継
続
し
た
人
間
の
各
々
の
論
考
の
執
筆
時
点
で
の
「
到
達
点
」
で
あ
り
、「
通
過
点
」
を
示

し
た
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
通
過
点
」
で
あ
る
限
り
、
各
々
の
時
点
に
お
け
る
執
筆
者
本
人
が
置
か
れ
た
「
政
治
情
況
」
に
よ

り
彼
の
思
索
自
体
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
継
続
的
思
索
と
そ
の
変
化
を
「
政
治
的

行
動
」（
或
い
は
政
治
文
脈
的
（contextual

）
な
判
断
の
結
果
）
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
諸
論
考
を
見
る
限
り
、

余
り
に
も
浅
薄
な
説
明
で
あ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
498
）　E

pistola (Burnett). (Gerhardt, III, 264.) 

（
499
）　

本
文
中
で
先
に
引
用
し
た
書
簡
の
別
の
箇
所
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
ら
の
原
則
が
「
公
共
善
を
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の

（
栄
光
や
金
銭
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
）
へ
の
考
慮
に
優
先
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
原
則
が
「
正
直
な
人

（lʼhonneste [sic] hom
m

e ［
或
い
は
、
紳
士
］）
の
、
正
義
の
人
の
、
そ
し
て
真
の
敬
虔
な
る
人
の
偉
大
な
原
則
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

E
pistola (Burnett). (Gerhardt, III, 261.)

（
500
）　

尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
体
系
化
・
普
遍
化
へ
の
志
向
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（
諸
侯
）
の
存
在
の
関
係
を
重
視
す
る
本
稿
の
結
論
以
上

に
、
帝
国
の
存
在
が
彼
の
（
欧
州
）
世
界
秩
序
観
に
与
え
た
影
響
を
強
調
し
、
彼
が
そ
の
範
型
を
帝
国
に
求
め
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

（
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
彼
と
サ
ン=

ピ
エ
ー
ル
師
（A

bbé de Saint-Pierre

）
の
類
似
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。）H

. D
uchhardt, 

“Leibniz und das »M
odell« der röm

isch-deutschen Reiches

”; in W
eiderbeck/D

ingel/Li (H
rsg.), a.a.O

., S.43-55.

（
501
）　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
国
際
法
学
の
豊
穣
さ
を
感
得
す
る
た
め
の
重
要
な
方
法
が
、「
国
際
法
」
に
関
わ
り
得
る
理
論
・
思
想
の
系

譜
の
研
究
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
理
論
の
継
受
に
つ
い
て
は
断
片
的
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
に
お
け
る
彼
と
ヴ
ォ
ル
フ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
柳
原
、
前
掲
書
の
各
所
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学
の
継
受
（
或
い
は
、「
命
運
」）
に
関
し
て
は
、
差
当
た
り
次
の
文
献
を
見
よ
。C. W

ilson, 

“The Reception 
of Leibniz in the Eighteenth Century

”; in Jolly (ed.), op.cit., pp.442-474.

（
502
）　

特
に
、
社
会
科
学
分
野
に
お
け
る
理
論
史
研
究
の
目
的
が
特
定
の
理
論
の
後
世
の
（
就
中
、「
現
存
す
る
」）
理
論
へ
の
影
響
を
歴
史
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的
に
確
証
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
研
究
は
、
国
際
法
理
論
史
研
究
と

し
て
無
意
味
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
関
連
の
諸
理

論
は
、「
特
殊
な
」
存
在
で
あ
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
理
論
的
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
当
初
か
ら
限
定
的
な
影
響
力
し
か
有
し
得

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
帝
国
の
衰
亡
と
共
に
社
会
科
学
的
な
意
義
を
喪
失
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
帝
国
が
一
九

世
紀
初
頭
ま
で
存
続
し
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
唱
え
た
理
論
も
暫
時
存
続
し
た
こ
と
は
「
事
実
」
で
あ
り
、
そ
の
「
事
実
」
を
探

求
・
認
識
す
る
こ
と
に
歴
史
研
究
と
し
て
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。


